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Ⅰ．製品の特長
1 融雪ヒートポンプの特長

★ご販売店・工事店様のメリット★
従来熱源機と変わらない施工で手軽に扱え、売上アップに貢献！
①エアコンのような冷媒配管不要。
　燃焼系熱源機とほぼ同等の施工で OK。

②既存熱源からの置き換えにも対応。
　新設需要＋置き換え需要の底上げに貢献。

③高い信頼性
　急なサービス出動機会が激減。

◆ヒートポンプのメリット

★お施主様へのおすすめポイント★
家計にやさしい電気代で、長くお使いいただけます。
①降雪センサー等による自動運転が可能。（※）
　（※）降雪センサー等外部入力装置は現地にてご用意ください。
②既存の融雪パイプが流用可能。
③オール電化に対応。

高効率だから

省エネルギー クリーン・安心・長寿命
メンテナンスの手間も軽減

エコロジー
温暖化ガス（CO₂）

削減に貢献

非燃焼だから

空気のエネルギーでらくらく雪を融かす
ヒートポンプ式の MELSNOW（ロードヒーティング用）

熱エネルギー

冷媒（フロン）

温水（不凍液）

圧縮機

熱
交
換
器

ロードヒーティング設置部

冷媒に
空気中の「熱」を
取り入れます。

電気の力を
使って冷媒を圧縮。
1の熱エネルギーを
2倍以上にします。

空気の熱を取り入れた
温水（不凍液）が
雪を融かします。

次の熱を運ぶため
冷媒が戻ります。

雪を
融かす。

温水熱交換器

冷媒が
運んできた熱で
温水を加熱。

★ヒートポンプのよさ
どんなに寒いときでも、空気は熱エ
ネルギーを持っています。ヒートポ
ンプは冷媒ガスが屋外の空気の熱エ
ネルギーをくみ取り、それを圧縮機
で加圧することで冷媒を高温にし、
熱交換器で融雪用の温水をつくり出します。圧縮機を回すための消費電力よりも、屋外の空気からくみ取る熱エネル
ギーの方が大きいため、効率よく温水を作ることができるので、電気代がお得です。
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2 製品ラインアップ

ヒートポンプユニット

出湯温度
コントローラ (FTC)

3 相電源用 単相電源用

5 馬力 5 馬力

MHP-HW140HA3-F1(-BSG) MHP-HW140SHA3-F1(-BSG)

PAC-IF21B ○ ○

No. 区　　分 形　　名 備　　考

1 ヒートポンプユニット MHP-HW140HA3-F1(-BSG) 3 相電源用

2 ヒートポンプユニット MHP-HW140SHA3-F1(-BSG) 単相電源用

3 FTC PAC-IF21B （リモコン同梱）

4 別売 エアガイド PAC-SJ03AG 2 個使い

5 別売 吹出ガイド PAC-SJ04SG 2 個使い

6 別売 安全ネット PAC-SG67AN

7 別売 防雪フード（吸込側後）※ MOPAC-HW140B 鋼板製 株式会社ヤブシタ取扱品

8 別売 防雪フード（吸込側横）※ MOPAC-HW140S 鋼板製 株式会社ヤブシタ取扱品

9 別売 防雪フード（吹出側）※ MOPAC-HR140T 鋼板製 株式会社ヤブシタ取扱品

10 別売 防雪フード（吸込・吹出セット）※ MOPAC-HW140-ST 鋼板製 株式会社ヤブシタ取扱品

11 外部入力用アダプター PAC-SC36NA

12 外部出力用アダプター PAC-SC37SA

13 ポンプ , 配管システムユニット（架台付） MOPAC-HW140(S)-RHKD-4 株式会社ヤブシタ取扱品

※ステンレス製もご用意しております。詳細はお問合せください。

Ｍ

三菱

ヒートポンプユニット

フラッシュインジェクションあり

プレート熱交内蔵

能力

融雪専用
耐重塩害

ヒートポンプユニットタイプ

空欄 ： 三相200V
S   ： 単相200V

HP Ｈ W 140 H A 3

A制御

F1 BSG

3 製品形名説明

4 機種一覧
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Ⅱ．システム設計

膨張タンク

Pa

ヒートポンプ
ユニット

行きヘッダー

戻りヘッダー

融雪エリア

循環ポンプ

現地手配、現地工事

FTC

リモコン

※a

※b

※c

※3

※2

※4

水温検知サーミスタ

※1
流量調整用バルブ
20.1～40.1 L/minになるように調整してください。

（FTC付属）

ブライン配管

架台、防雪フード等の設置は、据付環境に応じて、
現地工事責任により実施のこと。

運転信号

電源

電源

室内

空気抜き弁

圧力計

融雪パイプ

ロードヒーティング部分は、すべて現地工事対応になります。

バルブ

バルブ

ヒートポンプユニット
FTC、リモコン用

循環ポンプ用

プレート
熱交換器

室外

降雪センサー等

1 システム概要図

※ a,b,c 各配線長制約
配線長 ( 最大 ) 備　考

a リモコン～ FTC 間 500m 0.3mm2 ～ 1.25mm2 の電線または 2 芯ケーブルを使用してく
ださい。（極性はありません）

b FTC ～ヒートポンプユニット間 80m FTC ～ヒートポンプユニット接続線の太さ、種類については
Ⅳ . 6電気配線 (P.39) を参照ください。

c 水温検知サーミスタ～ FTC 間 12m FTC 同梱のケーブルは 5m です。（延長する場合の配線は、
配線径φ0.69mm 以上のものをご使用ください。）

※ 2 循環ポンプには別途電源および運転信号を入力する回路が必
要です。

※ 3 電源 ON/OFF による運転 / 停止は行わないでください。（FTC
の外部入力機能（降雪センサーなど）やリモコンから運転 /
停止を行ってください。）

※ 4 温水温度を正確に検知するためにサーミスタの保温対策を
行ってください。
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融雪ヒートポンプは燃焼式に比べ温水温度が低いため、１回路の長さが長くなると融けムラが発生したり、なかなか融
けないというようなことがおこります。下記を目安に回路設計をお願いいたします。

①回路長および１回路あたりの面積目安

②具体例
　ａ．条件１
　設計外気温度：－7℃以上（ヒートポンプ能力 14kW 発揮条件）
　融雪負荷：250W/m2 の場合
　融雪面積：56m2

　ｂ．条件２
　設計外気温度：－7℃以上（ヒートポンプ能力 14kW 発揮条件）
　融雪負荷：166W/m2 の場合
　融雪面積：84m2

2 回路長と回路数の設計

ヘッダー

１回路
15m2
配管長
90ｍ以内

１回路
15m2
配管長
90ｍ以内

１回路
15m2
配管長
90ｍ以内

１回路
15m2
配管長
90ｍ以内

融雪面

ヒートポンプユニット

ヘッダー

１回路
15m2
配管長
90ｍ以内

１回路
15m2
配管長
90ｍ以内

１回路
15m2
配管長
90ｍ以内

１回路
15m2
配管長
90ｍ以内

融雪面

ヒートポンプユニット

ヘッダー

１回路
12m2
配管長
90ｍ以内

１回路
12m2
配管長
90ｍ以内

１回路
12m2
配管長
90ｍ以内

１回路
12m2
配管長
90ｍ以内

１回路
12m2
配管長
90ｍ以内

１回路
12m2
配管長
90ｍ以内

１回路
12m2
配管長
90ｍ以内

融雪面

ヒートポンプユニット
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ヒートポンプ方式は外気温度により加熱能力が変化します。
ご使用になる地域によって、融雪負荷や設計負荷外気温度が違いますので、以下のように算出を行います。

（1）融雪負荷選定
  P.9 ～ 10 の【表１】より、設置地域から融雪負荷を選定する。

（2）加熱（融雪）能力計算
  P.9 ～ 10 の【表１】より、設置地点から設計負荷外気温度を選定する。

外気温度に対する能力線図（ Ⅴ . 製品データ 1能力線図（P.47））から加熱（融雪）能力を算出する。
①設計負荷外気温度：－7℃以上の場合
　能力（kW）＝ 14kW
②設計負荷外気温度：－25℃以上－7℃未満の場合
　能力（kW）＝ 0.25 ×（設計負荷外気温度）＋ 15.75

（３）融雪可能面積算出

融雪可能面積目安の算出結果を P.9 ～ 10 の【表１】に掲載してあります。
融雪負荷：雪を融かすために必要なエネルギー

3 融雪負荷と融雪可能面積の確認

※計算例①（旭川地区）
融雪負荷 : 300W/m2 の場合
設計負荷外気温度 : －11℃
熱源機発生能力 =0.25 ×（－11）+15.75=13kW
融雪面積 =･13÷ 0.3 ＝ 43.3（m2）小数点以下切り捨て･→ 43m2 まで融雪可能

融雪負荷 : 150W/m2 の場合
設計負荷外気温度 : －11℃
熱源機発生能力 =0.25 ×（－11）+15.75=13kW
融雪面積 =･13÷ 0.15＝ 86.7（m2）小数点以下切り捨て･→ 86m2 まで融雪可能

※計算例②（札幌地区）
融雪負荷 : 250W/m2 の場合
設計負荷外気温度 : －7℃
熱源機発生能力 =0.25 ×（－7）+15.75=14kW
融雪面積 =･14÷ 0.25＝ 56（m2）･→ 56m2 まで融雪可能

融雪負荷 : 150W/m2 の場合
設計負荷外気温度 : －7℃
熱源機発生能力 =0.25 ×（－7）+15.75=14kW
融雪面積 =･14÷ 0.15＝ 93.3（m2）小数点以下切り捨て･→ 93m2 まで融雪可能

※計算例③（青森・弘前地区）
融雪負荷 : 250W/m2 の場合
設計負荷外気温度 : －5℃
熱源機発生能力 =14kW
融雪面積 =･14÷ 0.25＝ 56（m2）･→ 56m2 まで融雪可能

融雪負荷 : 150W/m2 の場合
設計負荷外気温度 : －5℃
熱源機発生能力 =14kW
融雪面積 =･14÷ 0.15＝ 93.3（m2）小数点以下切り捨て･→ 93m2 まで融雪可能
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■北海道
コンクリート（アスファルト） コンクリート（アスファルト）

A B A B
cm ℃ W/㎡ cm ℃ W/㎡

宗谷支庁 稚内 578 -8 300～150 45 91 渡島支庁 長万部 578 -8 250～150 55 91
浜鬼志別 721 -10 300～150 44 88 八雲 599 -7 250～150 56 93
沼川 743 -11 300～150 43 86 熊石 537 -6 250～150 56 93
豊富 686 -10 300～150 44 88 函館 347 -6 250～150 56 93
中頓別 815 -13 300～150 41 83 後志支庁 余市 848 -7 300～150 46 93
北見枝幸 566 -9 300～150 45 90 小樽 613 -7 300～150 46 93
歌登 790 -12 300～150 42 85 共和 700 -7 300～150 46 93

上川支庁 音威子府 1103 -12 300～150 42 85 倶知安 917 -9 300～150 45 90
美深 793 -13 300～150 41 83 寿都 503 -6 300～150 46 93
名寄 739 -13 300～150 41 83 蘭越 742 -8 300～150 45 91
下川 776 -13 300～150 41 83 喜茂別 921 -11 300～150 43 86
上川 765 -12 300～150 42 85 黒松内 895 -8 300～150 45 91
旭川 605 -11 300～150 43 86 石狩支庁 厚田 753 -8 300～150 45 91
美瑛 649 -12 300～150 42 85 新篠津 748 -10 300～150 44 88
富良野 599 -12 300～150 42 85 石狩 613 -8 300～150 45 91
幾寅 532 -12 300～150 42 85 恵庭島松 553 -10 300～150 44 88
占冠 739 -14 300～150 40 81 札幌 550 -7 250～150 56 93
朱鞠内 1036 -13 300～150 41 83 檜山支庁 今金 608 -7 250～150 56 93
幌加内 1090 -12 300～150 42 85 鶉 583 -7 250～150 56 93
和寒 696 -12 300～150 42 85 江差 316 -4 250～150 56 93

留萌支庁 天塩 778 -9 300～150 45 90 胆振支庁 穂別 449 -12 250～150 51 85
初山別 669 -8 300～150 45 91 苫小牧 132 -7 250～150 56 93
羽幌 614 -8 300～150 45 91 白老 279 -8 250～150 55 91
留萌 632 -8 300～150 45 91 大滝 750 -11 250～150 52 86
幌糠 1052 -10 300～150 44 88 登別 435 -8 250～150 55 91

空知支庁 深川 885 -11 300～150 43 86 大岸 550 -8 250～150 55 91
滝川 783 -11 300～150 43 86 室蘭 195 -5 250～150 56 93
芦別 619 -10 300～150 44 88 日高支庁 日高 490 -11 300～150 43 86
美唄 732 -10 300～150 44 88 静内 165 -7 300～150 46 93
岩見沢 656 -9 300～150 45 90 中杵臼 400 -10 300～150 44 88
夕張 783 -10 300～150 44 88 浦河 139 -6 300～150 46 93

融雪負荷
融雪面積

融雪負荷
融雪面積

㎡ ㎡

地点
年間降雪量

設計負荷
外気温度 地点

年間降雪量
設計負荷
外気温度

■北海道 ■東北地方
コンクリート（アスファルト） コンクリート（アスファルト）

A B A B
cm ℃ W/㎡ cm ℃ W/㎡

網走支庁 雄武 422 -10 300～150 44 88 青森県 大間 210 -4 250～150 56 93
西興部 573 -12 300～150 42 85 むつ 491 -5 250～150 56 93
紋別 426 -9 300～150 45 90 脇野沢 555 -4 250～150 56 93
滝上 617 -12 300～150 42 85 鰺ケ沢 445 -4 250～150 56 93
遠軽 534 -12 300～150 42 85 深浦 309 -4 250～150 56 93
網走 337 -9 300～150 45 90 弘前 729 -5 250～150 56 93
佐呂間 518 -13 300～150 41 83 碇ケ関 600 -6 250～150 56 93
留辺蘂 473 -13 300～150 41 83 十和田 411 -5 250～150 56 93
津別 503 -12 300～150 42 85 八戸 239 -4 250～150 56 93
宇登呂 557 -10 300～150 44 88 三戸 368 -5 250～150 56 93
斜里 574 -11 300～150 43 86 青森 630 -5 250～150 56 93
北見 390 -12 300～150 42 85 今別 503 -4 250～150 56 93
白滝 546 -12 300～150 42 85 五所川原 567 -5 250～150 56 93

根室支庁 中標津 428 -11 300～150 43 86 酸ケ湯 1423 -11 350～175 37 74
別海 306 -11 300～150 43 86 秋田県 秋田 363 -3 250～150 56 93
厚床 333 -10 300～150 44 88 鷹巣 516 -5 250～150 56 93
根室 203 -8 300～150 45 91 本荘 337 -3 250～150 56 93

十勝支庁 陸別 369 -15 300～150 40 80 湯沢(秋田） 734 -5 250～150 56 93
糠平 424 -14 300～150 40 81 能代 368 -4 250～150 56 93
上士幌 369 -11 300～150 43 86 鹿角 610 -6 250～150 56 93
新得 550 -10 300～150 44 88 阿仁合 834 -6 300～150 46 93
本別 277 -12 300～150 42 85 五城目 422 -4 250～150 56 93
芽室 402 -12 300～150 42 85 角館 656 -5 250～150 56 93
帯広 185 -11 300～150 43 86 大正寺 586 -5 250～150 56 93
浦幌 303 -11 300～150 43 86 横手 777 -5 250～150 56 93
上札内 576 -12 300～150 42 85 矢島 645 -4 250～150 56 93
大樹 640 -12 300～150 42 85 湯の岱 891 -6 300～150 46 93
広尾 392 -8 350～175 39 78

釧路支庁 川湯 457 -13 300～150 41 83
阿寒湖畔 513 -14 300～150 40 81
標茶 348 -12 300～150 42 85
鶴居 345 -11 300～150 43 86
中徹別 341 -12 300～150 42 85
太田 372 -10 300～150 44 88
釧路 148 -9 300～150 45 90
白糠 312 -10 300～150 44 88

地点
年間降雪量

設計負荷
外気温度 地点

年間降雪量
設計負荷
外気温度融雪負荷

融雪面積
融雪負荷

融雪面積

㎡ ㎡

（４）融雪可能面積目安

【表1】
融雪負荷　：雪を融かすために必要なエネルギー
融雪面積Ａ：融雪負荷を大きく考えた場合、Ｂに比べて早く融ける。

Ｂ：融雪負荷を小さく考えた場合、Ａに比べてゆっくり融ける。

年間降雪量は、気象庁の平年値データより出典

表１の融雪面積は回路設計時の目安になります。
メーカーが保証する範囲ではございません。
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■東北地方
コンクリート（アスファルト） コンクリート（アスファルト）

A B A B
cm ℃ W/㎡ cm ℃ W/㎡

岩手県 久慈 173 -4 250～150 56 93 福島県 福島 183 -2 250～150 56 93
二戸 292 -6 250～150 56 93 猪苗代 586 -6 250～150 56 93
奥中山 541 -8 250～150 55 91 西会津 633 -4 250～150 56 93
葛巻 393 -7 250～150 56 93 只見 1172 -5 350～175 40 80
岩泉 269 -5 250～150 56 93 湯本 677 -6 250～150 56 93
岩手松尾 428 -7 250～150 56 93 田島 601 -6 250～150 56 93
雫石 483 -6 250～150 56 93 南郷 969 -6 300～150 46 93
盛岡 258 -5 250～150 56 93 桧枝岐 1068 -7 350～175 40 80
宮古 144 -3 250～150 56 93 白河 153 -3 250～150 56 93
遠野 283 -6 250～150 56 93 茂庭 384 -3 250～150 56 93
北上 333 -5 250～150 56 93 若松 462 -4 250～150 56 93
湯田 965 -6 300～150 46 93 新潟県 下関 609 -3 250～150 56 93
一関 169 -4 250～150 56 93 新潟 213 -1 250～150 56 93
区界 595 -10 250～150 53 88 新津 326 -2 250～150 56 93

宮城県 川渡 446 -4 250～150 56 93 津川 713 -3 250～150 56 93
古川 186 -4 250～150 56 93 長岡 594 -2 250～150 56 93
新川 364 -4 250～150 56 93 柏崎 376 -1 250～150 56 93
駒ノ湯 861 -6 300～150 46 93 入広瀬 1231 -4 350～175 40 80
白石 121 -2 250～150 56 93 小出 988 -3 350～175 40 80

山形県 山形 407 -4 250～150 56 93 十日町 1112 -4 350～175 40 80
酒田 311 -2 250～150 56 93 安塚 946 -3 350～175 40 80
狩川 567 -3 250～150 56 93 湯沢(新潟） 1124 -4 350～175 40 80
金山 876 -5 300～150 46 93 津南 1243 -5 350～175 40 80
新庄 780 -5 300～150 46 93 高田 618 -1 250～150 56 93
向町 798 -5 250～150 56 93 能生 612 -1 250～150 56 93
肘折 1427 -6 350～175 40 80 関山 1145 -4 350～175 40 80
尾花沢 916 -5 300～150 46 93
長井 740 -5 250～150 56 93
大井沢 1232 -6 350～175 40 80
左沢 618 -5 250～150 56 93
小国 984 -4 300～150 46 93
米沢 701 -4 250～150 56 93

地点
年間降雪量

設計負荷
外気温度

融雪面積

㎡ ㎡

地点
年間降雪量

設計負荷
外気温度融雪負荷

融雪面積
融雪負荷

■北陸地方 ■中部地方
コンクリート（アスファルト） コンクリート（アスファルト）

A B A B
cm ℃ W/㎡ cm ℃ W/㎡

岐阜県 神岡 588 -4 250～150 56 93 長野県 長野 252 -4 250～150 56 93
富山県 泊 290 0 250～150 56 93 野沢温泉 1145 -5 350～175 40 80

魚津 398 -1 250～150 56 93 飯山 829 -5 300～150 46 93
富山 377 -1 250～150 56 93 信濃町 763 -7 250～150 56 93
伏木 337 -1 250～150 56 93 白馬 643 -6 250～150 56 93
氷見 236 -1 250～150 56 93 大町 507 -6 250～150 56 93
砺波 418 -2 250～150 56 93 菅平 640 -10 250～150 53 88

石川県 珠洲 266 -1 250～150 56 93 開田高原 446 -8 250～150 55 91
輪島 199 0 250～150 56 93 軽井沢 129 -7 250～150 56 93
七尾 193 -1 250～150 56 93 岐阜県 白川 1001 -5 300～150 46 93
金沢 276 0 250～150 56 93 河合 844 -5 300～150 46 93
白山吉野 584 -2 250～150 56 93 高山 455 -5 250～150 56 93
栢野 519 -2 250～150 56 93 樽見 384 -2 250～150 56 93

福井県 大野 509 -2 250～150 56 93 長滝 642 -4 250～150 56 93
今庄 507 -2 250～150 56 93 関ケ原 145 -1 250～150 56 93
敦賀 214 1 250～150 56 93
福井 282 0 250～150 56 93
小浜 184 0 250～150 56 93

■関東地方 年間降雪量は、気象庁の平年値データより出典
コンクリート（アスファルト）

A B
cm ℃ W/㎡

栃木県 那須 259 -5 250～150 56 93
土呂部 338 -8 250～150 55 91
奥日光 413 -8 250～150 55 91

群馬県 藤原 1067 -6 350～175 40 80
みなかみ 875 -5 300～150 46 93
草津 592 -8 250～150 55 91

融雪負荷
融雪面積

融雪負荷
融雪面積

㎡ ㎡

地点
年間降雪量

設計負荷
外気温度 融雪負荷

融雪面積

㎡

地点
年間降雪量

設計負荷
外気温度 地点

年間降雪量
設計負荷
外気温度

融雪負荷　：雪を融かすために必要なエネルギー
融雪面積Ａ：融雪負荷を大きく考えた場合、Ｂに比べて早く融ける。

Ｂ：融雪負荷を小さく考えた場合、Ａに比べてゆっくり融ける。
【表1（続き）】

年間降雪量は、気象庁の平年値データより出典

表１の融雪面積は回路設計時の目安になります。
メーカーが保証する範囲ではございません。
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（１） 温水配管は架橋ポリエチレン 13A もしくは 16A を使用してください。

（２） 配管ピッチは 13A は 150mm、16A は 200mm としてください。

（３） 配管埋め込み位置は路盤表面から深さ 100mm 以内に設置してください。

（４） 温水回路は１回路の融雪面積は 15m2 以下とし、かつ１回路の配管長は 90 ｍ以内としてください。

（５） ２回路以上にする場合は、各回路の長さが均等になるようにしてください。

（６） ヒートポンプユニット本体の設置には制約がありますので、配管設計時配慮してください。詳細はⅣ . 据付 ･
施工関連（P.31 ～ 36）を参照してください。

4 温水配管における注意事項
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凍結により舗装が損傷を受けることが予測される場合は凍上対策などが必要になります。
コンクリート舗装には必要に応じ補強用ワイヤーメッシュを追加します。
また架橋ポリエチレン管の下に断熱材を敷設する場合もあり、その場合地中熱も遮断されるためご使用方法等を
良く検討の上、断熱材の要否を選択する必要があります。

その他ユニット側から見た一般的な注意点を下記します。
①当社では、配管は架橋ポリエチレン管 13A、配管ピッチ 150mm または、16A、配管ピッチ 200mm 埋設深さは
　100mm を基準としています。
②温水の入口と出口では温度差が生じます。融雪面の温度差を少なくするため、入口管と出口管が交互に
　並ぶ対向流配管にするのが一般的です。
③回路をヘッダーで複数回路に分岐する場合、各回路に流れる流量を同一にする必要があります。
　回路設計、施工時に十分な検討が必要です。
④温水配管敷設後、舗装等の表面仕上げ工事の前に必ず圧力検査を行い、配管に漏れがないことを確認
　してください。
⑤ヘッダーの後にバルブをつけると、回路別に融雪が可能になり、後の保守点検がしやすくなります。
⑥温水配管はヘッダーに接続する以外は途中でジョイントせず一本で配管します。
⑦配管長や回路数の制限については、Ⅱ .･システム設計 を参照ください。
⑧インターロッキング施工の場合は、熱伝導の関係で融雪可能面積が少し狭くなります。

＜インターロッキング仕上げ＞

砕石路盤  200mm以上

空練りモルタルまたは砂  40mm

インターロッキングブロック  60mm

架橋ポリエチレン管　13A
ワイヤーメッシュ　150□ または 16A

200□

路盤（温水配管敷設）工事には現場調査、設計、路盤工事、温水配管敷設工事、表面仕上げ工事などがあり、
専門の知識や技術が必要になります。
一般的な工事の概略図は次の通りですが、詳細は路盤（温水配管敷設）の工事業者様にご相談ください。

5 路盤（温水配管敷設）工事概要

＜コンクリート仕上げ＞

砕石路盤  200mm以上

コンクリート舗装  100mm

架橋ポリエチレン管　13A またはワイヤーメッシュ　150□
16A
200□

＜アスファルト仕上げ＞

砕石路盤  200mm以上

コンクリート舗装  70mm
細粒度アスファルト舗装  30mm

架橋ポリエチレン管　13A
ワイヤーメッシュ　150□ または 16A

200□
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６ ボイラーからの熱源置き替えにおける注意事項
下記項目を満足していれば熱源の置き替えが可能です。 

（１）･確認項目･
 ① 融雪面積はⅡ . システム設計･3融雪負荷と融雪可能面積の確認（P.8） の範囲内であること。
 ② 配管長は１回路 90m 以下であること。
 ③ 配管埋設深さが 100mm 程度であること。
 ④ 配管は 13A または 16A を使用していること。
 ⑤ 現状のボイラー方式で十分融けていること。

（２）･お客様にご理解いただきたいこと･
 ・ ヒートポンプ式は効率が高く光熱費は安くなりますが温水温度は燃焼式の熱源機に比べ低いので融けるスピード

は遅くなります。 
 ・電気工事が必要になります。

電力メニューは各電力会社の最新メニューをお使いください。
メニューの内容につきましては各電力会社へお問合せください。

 

（３）･その他･
 ・循環液は当社純正防錆循環液に交換してください。 
 ・降雪センサーをご使用の場合は運転出力が無電圧 a 接点仕様でないと使用できません。 

既存燃焼式ボイラーからの熱源置き替えチェックシート
物件名：
１．提案時のチェック

№ 提案時チェック項目 判定 結果

１ 温水温度が低いのでボイラーより融けるスピードが遅くなることを説明し、
了解いただく

了解いただけた

２
融ける時間が長くなるため雪がやんだ後、ボイラーより長く運転が必要なことを
了解いただく
降雪センサーは遅延タイマー 3 時間以上設定可能なものをご使用いただく

了解いただけた

３ 新たに電源工事が必要になることをご了解いただく 了解いただけた

２．現行システムの状況調査時のチェック
№ 現行システムチェック 判定 結果
１ 融雪面積（　　　　　㎡）は P.9 ～10 の【表 1】融雪可能面積目安を満たしているか？ ㎡
２ ヒートポンプユニットと防雪架台を設置するスペースはあるか？ ある
３ 温水配管は架橋ポリエチレン管で１３Ａまたは１6 Ａか？ １３A  or  16A

№ 現行システム使用時のチェック 判定 結果
１ 現行システムの湯温設定を高くしないと融けないことはないか？ 融けないことはない

３．受注前のお客様への最終チェック
№ 受注前の最終チェック 判定 結果

１ 温水温度が低いのでボイラーより融けるスピードが遅くなることを説明し、
了解いただけたか？

了解いただけた

２
融ける時間が長くなるため雪がやんだ後、ボイラーより長く運転が必要なことを
了解いただけたか？
降雪センサーは遅延タイマー 3 時間以上設定可能なものをご使用いただく

了解いただけた

４．施工時のチェック
№ 施工時のチェック 判定 結果
１ 既設温水配管の洗浄を実施したか？ 実施した
２ 水漏れチェック（リークテスト）を実施したか？ 実施した
３ 三菱電機純正の防錆循環液を使用したか？ 使用した

（ ）
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７ 降雪センサー選定、接続における注意事項
このユニットは降雪センサー（一般市販品）を接続することにより自動運転が可能ですが、以下の注意点があります。

（１） 降雪センサーは、運転出力が無電圧ａ接点
の仕様であること。

（２） 降雪センサーは別途電源が必要です。※2

（３） 降雪センサーは 2 要素（降雪、外気温）タイ
プ、3 要素（降雪、外気温、地温）タイプど
ちらも使用可能です。

（４） 降雪センサーの遅延タイマーは，温水ボイ
ラー方式よりも長めに設定してください。

 （低温水で融雪することにより、融けきるま
でに時間がかかるため、降雪センサーは遅
延タイマー 3 時間以上設定可能なものをご
使用ください。）

※ 1. 機外配線の詳細については、Ⅲ . 製品仕様（P.23）を参照ください。
※ 2. 降雪センサーは市販の無電圧ａ接点出力のものをお使いください。別途電源が必要となりますので、

お使いになる降雪センサーの据付説明書をご確認ください。

ヒートポンプ
ユニット

専用回路
単相／三相200V

漏電遮断器

手元開閉器
または

配線用遮断器

FTCコントローラ

降雪センサー※2
（必要に応じて使用）

別電源
（100Vまたは200V）

接　地
（Ｄ種）

手元リモコン

【機外配線概略図】※1
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FTC とヒートポンプユニットにより、以下のシステムが構築できます。
現地要望にあわせて次の項目を選択してください。（設定方法 9 FTC スイッチ設定の項）

TH1 ※c

※b

※a

①運転停止

②水温設定

a）リモコン操作

a）リモコン操作

b）外部入力（TB142）

b）FTCスイッチ設定（固定）

運転信号運転／停止

TB142 TB141 TB6

SW6

SW1

FTC

SW2

SW3

TB
61

TB
62

水温検知サーミスタ
（現地水配管に設置）
※サーミスタの保温対
　策を行ってください。

リモコン

現地システム
（循環ポンプ※、降雪センサー等）

ヒートポンプユニット

A制御FTC－ヒートポンプユニット接続線
S1/S2/S3

電源
3相200V（R/S/T）

または
単相200V（R/S）

※ 循環ポンプが異常停止した際には、ユニットの
運転を停止してください。
P.17    FTC外部入力接続：強制停止に循環ポ
ンプの異常信号を入力してください。

10

８ FTC接続

※ a,b,c 各配線長制約
配線長 ( 最大 ) 備　考

a リモコン～ FTC 間 500m 0.3mm2 ～ 1.25mm2 の電線または 2 芯ケーブルを使用してく
ださい。（極性はありません）

b FTC ～ヒートポンプユニット間 80m FTC ～ヒートポンプユニット接続線の太さ、種類については
Ⅳ . 6電気配線 (P.39) を参照ください。

c 水温検知サーミスタ～ FTC 間 12m FTC 同梱のケーブルは 5m です。（延長する場合の配線は、
配線径φ0.69mm 以上のものをご使用ください。）
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SW 番号 設定内容 ON OFF

SW1-1,2

システム構成設定

SW1-6 温度設定 FTC スイッチ設定（固定）※1 リモコン操作

SW1-7,8 リモコン温度設定範囲変更 ※1

SW2-1 ～ 3 温度設定

※ SW1-6 ON 時のみ有効 

SW3-6 ユニット強制停止 TB142 5-6 OFF で強制停止 TB142 5-6 ON で強制停止

※1 : SW1-6 ON 時（FTC スイッチによる温度設定時）は、SW1-7 ON, SW1-8 OFF（上限 60℃）としてください。

設定温度上限 SW1-7 SW1-8
50℃ OFF ON
55℃ OFF OFF
60℃ ON OFF

設定温度 SW2-1 SW2-2 SW2-3
25℃ OFF OFF OFF
30℃ ON OFF OFF
35℃ OFF ON OFF
40℃ ON ON OFF
45℃ OFF OFF ON
50℃ ON OFF ON
55℃ OFF ON ON
60℃ ON ON ON

運転停止 , モード変更 水温設定 SW1-1 SW1-2
リモコン操作 リモコン操作 OFF OFF

外部入力 リモコン操作もしくは FTC スイッチ設定 ON OFF

現地システムに従い、FTC のスイッチ（SW1、SW2、SW3）設定をしてください。

TB61

TH1
SW1
SW2
SW3

９ FTCスイッチ設定

＜工場出荷時のスイッチ設定：外部入力（降雪センサー等）による運転／停止 , リモコンによる水温設定（上限 55℃）＞
SW1

ON 1 4 5
OFF 2 3 6 7 8

1 8

SW2

1 2 3 4 5 6 7 8
1 8

SW3
7

1 2 3 4 5 6 8
1 8

※工場出荷時の設定ではリモコンによる運転 / 停止はできません。（外部入力による運転 / 停止）

＜スイッチ設定例：リモコンによる運転／停止 , 水温設定（上限 55℃）＞
SW1

ON 4 5
OFF 1 2 3 6 7 8

1 8

SW2

1 2 3 4 5 6 7 8
1 8

SW3
7

1 2 3 4 5 6 8
1 8
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外部入力により FTC を運転できます。

■接点信号による外部入力（運転停止）

現地

強制停止（例 , 循環ポンプの異常信号を入力）

運転（降雪センサー等による）

FTC

TB142

TB142

1

2 4 6 8

3 5 7 9 11

10 12 14

13

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

10 FTC外部入力接続

現地
X1ON: 運転出力

（例 : ユニットの運転により循環ポンプを連動）
ON: 異常出力

ON: 圧縮機運転出力

ON: 霜取り信号出力

FTC

TB141

TB141

1

2 4 6 8

3 5 7 9 11

10 12 14

13

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

X2

X3

X4

11 FTC外部出力接続

TB142

TB141

1 3 5 7 9 11 13

2 4 6 8 12 14

1 3 5 7 9 11 13

2 4 6 8 14

10

10 12
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【現地手配部品】

項　　目 品　　名 形名・仕様

外部出力機能
外部出力信号線

シース付きビニルコードまたはケーブルをご使用ください。
長さ：最長 50m

　　電線の種類　CV,CVS またはこれらに相当するもの
　　電線サイズ　より線：0.5mm2 ～ 1.25mm2

単　線：φ 0.65mm ～φ 1.2mm

表示ランプ等 無電圧 a 接点 AC200V（DC30V）,1A 以下

外部入力機能
外部入力信号線

シース付きビニルコードまたはケーブルをご使用ください。
長さ：最長 10m

　　電線の種類　CV,CVS またはこれらに相当するもの
　　電線サイズ　より線：0.5mm2 ～ 1.25mm2

単　線：φ 0.65mm ～φ 1.2mm

スイッチ 無電圧 a 接点（DC12V 1mA）

■外部信号出力
別売外部出力用アダプター（PAC-SC37SA）を使用し、ヒートポンプユニット制御基板上の CN51 より、圧縮機運
転信号および異常信号が取り出せます。

端子 No. リード線色 信　号 電　位

3 橙 COM ⊕
4 黄 圧縮機運転信号 ⊖
5 緑 異常信号 ⊖

3-4：圧縮機運転信号出力
3-5：異常信号出力

ヒートポンプユニット
制御基板

現地手配回路
外部出力用アダプター
(PAC-SC37SA)

CN51
①

⑤
L1
L2

L1     : 状態表示ランプ
L2     : 異常表示ランプ
Y,Z :  リレー（DC12V用コイル定格0.9W以下）

橙3
黄4
緑5

配線長さは最大10mまで

電
源 YY

Z Z

< 回路図例 >

12 FTC外部出力／外部入力の配線仕様

13 ヒートポンプユニット付加機能

●圧縮機運転信号出力により循環ポンプ(現地手配)を連動させる場合
水温が設定温度以上になると圧縮機運転信号が停止し循環ポンプも停止する為、
水温が設定温度以上となっている場合も循環ポンプを運転させたい場合は、
遅延タイマーリレー(オフディレー)をご使用ください。
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電源電圧 定格電圧 ±10％

FTC 周囲温度 0℃～ 40℃

FTC リモコン周囲温度 0℃～ 40℃

ヒートポンプユニット外気温度 －25℃～ 21℃（乾球温度）
－25℃～ 15℃（湿球温度）

リモコン設定温度範囲 20℃～ 60℃

出口水温 最大 60℃

水流量 20.1L/min ～ 40.1L/min

水圧 1.0MPa 以下

使用できない環境 可燃性ガス、油、蒸気、硫化ガス等の特殊環境
凍結防止剤の直接あたる場所

使用流体 三菱防錆循環液（VPZ-10/18KX-ECO,VPZ-01LX-ECO）

15 使用範囲

14 外部入出力回路図例（現地システム）
（１）･循環ポンプ（現地手配）をヒートポンプユニットの運転と連動させる。

ヒートポンプユニットの運転信号により循環ポンプを運転し、ヒートポンプユニットの停止信号およびヒートポンプユ
ニットの異常信号で循環ポンプを停止する。

（２）･循環ポンプ異常停止時にヒートポンプユニットを停止させる。

TB141 : ＦＴＣコントローラの外部出力接点端子台
X1(T)  :  リレー（a接点）
X2 :  リレー（b接点）

現地手配回路
FTCコントローラ

ポンプ運転

TB141

リレー電源
1
2
3
4
5
6

X1(T) X2

循環ポンプ

運転信号出力

異常信号出力

X1

X2

< 回路図例 >

TB142 : ＦＴＣコントローラの外部入力接点端子台
  X :  リレー

現地手配回路
FTCコントローラ

ポンプ異常

TB142

リレー電源

1
2
3
4
5
6
7
8・・・14

X

循環ポンプ

強制停止入力 X1

< 回路図例 >
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16 １リモコン複数台同時制御

■システム構成② <リモコンによる運転／停止>
リモコンで「運転停止、水温設定」を行うシステムの場合。

■システム構成① <外部入力による運転／停止>
外部入力で「運転停止」を行い、リモコン操作もしくは
FTC スイッチで「水温設定」を行うシステムの場合。

イメージ図

FTC スイッチ設定制約（システム構成②）

親機 子機

Ｓ
Ｗ
１
設
定

SW1-1
システム構成設定

OFF ON OFF ON
SW1-2 OFF ON OFF ON
SW1-6 温度設定 OFF ON OFF ON
SW1-7 リモコン温度設定

範囲変更
OFF ON OFF ON

SW1-8 OFF ON OFF ON
Ｓ
Ｗ
２
設
定

SW2-1
温度設定

OFF ON OFF ON
SW2-2 OFF ON OFF ON
SW2-3 OFF ON OFF ON

SW3 SW3-6 ユニット強制停止 OFF ON OFF ON

SW1 設定
“ 親機 ”“ 子機 ” ともに同一のスイッチ設定にしてください。
SW2 設定
本システム構成では SW2 を使用しません。
SW3 設定
SW3-6「ユニット強制停止」
“ 親機 ”･･･ 現地システムに合わせた、 スイッチ設定にしてください。
“ 子機 ”･･･“ 親機 ” と同一のスイッチ設定としてください。

イメージ図

FTC スイッチ設定制約（システム構成①）

親機 子機

Ｓ
Ｗ
１
設
定

SW1-1
システム構成設定

OFF ON OFF ON
SW1-2 OFF ON OFF ON
SW1-6 温度設定 OFF ON OFF ON
SW1-7 リモコン温度設定

範囲変更
OFF ON OFF ON

SW1-8 OFF ON OFF ON
Ｓ
Ｗ
２
設
定

SW2-1
温度設定

OFF ON OFF ON
SW2-2 OFF ON OFF ON
SW2-3 OFF ON OFF ON

SW3 SW3-6 ユニット強制停止 OFF ON OFF ON

SW1 設定
“ 親機 ”･･･ 単独システム時と同一のスイッチ設定にしてください。
“子機”･･･SW1-1,2は「リモコン操作」（OFF）に設定してください。

SW1-6 は 「リモコン操作」 （OFF） に設定してください。
その他の設定は “ 親機 ” と同一の設定をしてください。

SW2 設定
“ 親機 ”･･･ 単独システム時と同一のスイッチ設定にしてください。
“ 子機 ”･･･ 子機による温度設定は出来ません。 子機の設定に関係

なくシステムは親機の温度設定で動作します。
SW3 設定
SW3-6「ユニット強制停止」
“ 親機 ”･･･ 現地システムに合わせた、 スイッチ設定にしてください。
“ 子機 ”･･･“ 親機 ” と同一のスイッチ設定としてください。

現地システムによる

親機
（冷媒アドレス0）（冷媒アドレス1） （冷媒アドレス2）

HP

リモコン

FTCFTCFTC

親機･子機合わせて
最大16台

HP : ヒートポンプユニット

外部出力
全出力

子機

リモコン操作

HP HP
外部出力
異常
圧縮機
霜取り

外部出力
異常
圧縮機
霜取り

外部入力
・強制停止

・運転/停止操作
・モード変更操作
・水温設定操作

親機
（冷媒アドレス0）（冷媒アドレス1） （冷媒アドレス2）

HP

リモコン

FTCFTCFTC

親機･子機合わせて
最大16台

HP : ヒートポンプユニット

外部出力
全出力

子機

リモコン操作

HP HP
外部出力
異常
圧縮機
霜取り

外部出力
異常
圧縮機
霜取り

外部入力
・運転停止
（降雪センサー等）
・強制停止

・水温設定操作

現地システムによる

使用せず

現地システムによる

現地システムによる

現地システムによる

<制約事項>
システム構成①
固有制約

①外部入力「運転」は“親機”にのみ、入力してください。
■水温設定『リモコン操作』の場合

リモコン機能の「目標温度設定」は、“親機”にのみ設定が可能です。
　“子機”は“親機”に従った目標温度で動作します。
■水温設定『FTC スイッチ設定』の場合

温度設定は、“親機”にのみ設定してください。“子機”側での温度設定は無効となります。

<制約事項>
システム構成②
固有制約

①運転モード【Heating_ECO】はリモコンで選択できてしまいますが、使用禁止です。
②リモコン機能の「目標温度設定」は、“ 親機 ” にのみ設定が可能です。

“ 子機 ” は “ 親機 ” に従った目標温度で動作します。

＜制約事項＞
全システム共通内容

①リモコンに表示される水温表示は“親機”の検出する水温となります。
②【運転／停止】、【設定水温】は“親機”“子機”で同じ設定で動作します。
③外部出力は右表を参照願います。
④外部入力「強制停止」を使用する場合は“親機”にのみ入力してください。

※外部出力（TB141）
取り出し

運転出力 グループ共通
異常出力 個別動作

圧縮機 ON 出力 個別動作
霜取り信号出力 個別動作

【グループ共通】･･･ どの機器からも共通の出力になります。
【個別動作】･･･ 各機器から各々個別の出力になります。
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凍結および腐食によるトラブルを防止して長期間ご使用いただくため、システムの循環液には必ず三菱防錆循環液（希釈
不要タイプ）または、三菱防錆循環液（原液タイプ）をご使用ください。

（１）･種類と用途

※長寿命タイプ（VPZ-18KX-ECO, 10KX-ECO, 01LX-ECO）に従来品（VPZ-10GX2, 18GX, 02HX, 18HX）を
混合しないでください。長寿命タイプの耐久性が確保できません。

（２）･適正使用範囲
三菱防錆循環液（希釈不要タイプ、原液タイプ）は必ず適正濃度で使用してください。
適正範囲であっても、循環液の凍結温度がご使用の地域の最低外気温度より低いことを確認してください。

（３）･防錆効果
防錆添加剤として鉄合金用および銅合金用防錆剤が配合されており、使用濃度で効果的に働くように調整されています。
濃度が不足すると十分な防錆力がありません。

※防錆添加剤は時間とともに熱や酸素の影響を受けて消耗し、防錆効果が低下しますので、熱源機に指示されたメンテ
ナンス期間にしたがい、濃度および汚れのチェックを行ってください。
濃度不足や汚れのある場合には、濃度調整や交換を行ってください。

（４）･凍結温度
下の図は三菱防錆循環液（原液タイプ：VPZ-01LX-ECO）の凍結温度曲線です。三菱防錆循環液（希釈不要タイプ：VPZ-
10KX-ECO, 18KX-ECO）は VPZ-01LX-ECO の凍結温度曲線の約 50％濃度にあたり、適正濃度範囲も同じです。
市販の濃度計を用いて防錆循環液濃度をチェックするには、濃度計に示される凍結温度を読み、下図を用いて防錆循環
液濃度を読み取ります。

－50

－40

－30

－20

－10

0

30 40 50 60 8070
防錆循環液濃度（%）

凍
結
温
度 

（℃）

適正濃度

タイプ 形　名 凍結温度
組　成

用途・特徴プロピレン
グリコール 防錆添加物 水・色素

希釈不要タイプ VPZ-10KX-ECO
VPZ-18KX-ECO －20℃ 約 37％ 約 2.5％ 残

最低外気温度－20℃より高いシステムにその
まま注入して用いる。 
希釈済なので水質の影響を受けず安定している。

原 液 タ イ プ VPZ-01LX-ECO －45℃以下 約 66％ 約 5％ 残
VPZ-10KX-ECO,VPZ-18KX-ECO の濃度
調整用に用いる。
凍結温度を－20℃より低くする場合に用いる。

濃度（ 　）内凍結温度 pH 備　考

40％～ 60％（－13 ～－27℃） 7 ～ 11 濃度は VPZ-01LX-ECO を 100％とする

配合成分 全面腐食 孔　食 キャビテーションエロージョン
銅 合 金 用 防 錆 剤 ○ ○ ○
鉄 合 金 用 防 錆 剤 ○ ○ ○
プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル － － ○

17 三菱防錆循環液

＜冷媒アドレス設定方法＞
◦ 1 リモコン複数台同時制御をする場合は、各室外ユニットにアドレス設定が必要です。
◦室外ユニットのアドレス設定は , 室外基板のディップスイッチ SW7(3 ～ 6)< 工場出荷時は、全て OFF> で行います。
　（1 リモコン複数台同時制御をしない場合、アドレス設定は不要です。）
◦電源投入前に設定してください。
◦ SW7 によるアドレス設定を以下に示します。

0
1 2 3 4 5 6

ON

1
1 2 3 4 5 6

ON

2
1 2 3 4 5 6

ON

3
1 2 3 4 5 6

ON

4
1 2 3 4 5 6

ON

5
1 2 3 4 5 6

ON

6
1 2 3 4 5 6

ON

7
1 2 3 4 5 6

ON

8
1 2 3 4 5 6

ON

9
1 2 3 4 5 6

ON

10
1 2 3 4 5 6

ON

11
1 2 3 4 5 6

ON

12
1 2 3 4 5 6

ON

13
1 2 3 4 5 6

ON

14
1 2 3 4 5 6

ON

15
1 2 3 4 5 6

ON
冷媒アドレスNo.

※　はスイッチ位置を示す
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（７）･応急処置
◦万一飲み込んだ場合は、ただちに吐き出させ医師の診察を受けてください。
◦誤って皮膚に付着した場合や目に入った場合は、直ちに清水で十分に洗い流してください。異常があれば直ちに医

師の診察を受けてください。
◦蒸気や熱気が吹き出し、誤って火傷した場合は、直ちに冷水で冷し医師の診察を受けてください。
◦作業中に気分が悪くなった場合は、直ちに作業を中止し、通気のよい所で安静にしてください。

気分が回復しない場合は、医師の診察を受けてください。

（６）･使用上の注意および使用方法
◦「飲料不可」人体に害があるので飲まないでください。
◦作業は、換気のよい所で行ってください。
◦作業中、衣服や他の物に付着した場合は、着色のおそれがあるので直ちに水および洗剤で洗ってください。
◦ 防錆循環液の補充作業時は、清浄な専用容器を使用してください。

混合可能な防錆循環液は、長寿命タイプ（VPZ-10KX-ECO、18KX-ECO、01LX-ECO）同士、従来品（VPZ-10GX2、
18GX、02HX、18HX）同士であり、他の不凍液、油等と混ぜないようにしてください。
※長寿命タイプ（VPZ-18KX-ECO、10KX-ECO、01LX-ECO）に従来品（VPZ-10GX2、18GX、02HX、

18HX）を混合しないでください。長寿命タイプの耐久性が確保できません。

①配管のロウ付け時のハンダフラックスを水道水で十分に洗浄してください。
ハンダフラックスが残っていると防錆添加剤が消耗し、耐久性が著しく低下します。
②防錆循環液を注入する前に、配管内の水あかや錆を十分に洗浄してください。

配管内面に水あかや錆等が付着していると、防錆添加剤の働きが阻害され十分な防錆効果を発揮しません。
③洗浄剤を使用した場合は、水道水で十分に洗浄し、防錆循環液を注入してください。洗浄剤の多くは酸性成分ですので、

防錆循環液の性能を著しく低下させ、錆によるトラブルの原因となります。（通常、防錆循環液は、弱アルカリ性です）
④防錆循環液は、水に比べ、浸透性が強いため、配管接続部から漏れやにじみが無いか点検してください。
⑤使用中に防錆循環液が不足した場合は、原因を調べて（特に水漏れの場合）修理し、最初に注入した濃度と同じ濃度

の防錆循環液を補充してください。
⑥防錆性能維持のため「2 年～ 3 年に 1 回」必ず防錆循環液（循環水）の濃度・防錆性能をチェックしてください。
⑦他社銘柄の防錆不凍液や防錆循環液の使用および混合使用は、絶対にしないでください。

（８）･保管および廃棄方法
◦子供の手の届かない所に置いてください。
◦保管する際は、不凍液や防錆液の表示のある容器を用い、ふたをしてください。直射日光の当る所や錆の発生しや

すい水や湿気の多い所には置かないでください。
◦廃液は環境汚染等のおそれがあり、法令で義務付けられていますので、それに従い適正に処理してください。
◦廃棄の際は、中身の液を使い切ってから廃棄してください。

（５）･防錆循環液の使用制限（対材料）
◆金属材料に対する適合性
◦アルミ材料については局部腐食が発生する可能性があり、不適です。
◦亜鉛材料（亜鉛メッキ品、白ガス管）には不適です。（沈殿物が発生します）

◆非金属材料に対する適合性
◦非金属材料はブレンド品が多く、一般名称だけで判断すると間違うおそれがあるため、使用前に適合性を確認する

必要があります。特に△印は注意を必要とします。

材　料 適合性 備　考

樹
　
脂

ポリエチレン ○ 架橋ポリエチレン含む
ポリプロピレン ○
フェノール ○
ポリフェニレンオキサイド ○
ポリブデン ○ わずかに沈殿物発生（白色）あり
ナイロン △ 膨潤 5％～10％着色
軟質塩化ビニル × 硬化、収縮、液の濁り

ゴ
　
ム

EPDM（エチレンプロピレンゴム） ○
SBR（スチレンブタジエンゴム） △
NBR（ニトリルゴム） △
NR（天然ゴム） × 硬度低下
CR（クロロプレンゴム） × 硬度低下、膨潤

評価基準
○：良好
△：要注意
×：不適合
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Ⅲ．製品仕様

形 名 MHP-HW140HA3-F1 MHP-HW140SHA3-F1
定 格 電 源 － 三相 200V 50/60Hz 単相 200V 50/60Hz

加 熱 標 準

温 水 出 力 kW 14.0 14.0
消 費 電 力 kW 2.89 2.89
運 転 電 流 A 8.97 14.60
力 　 　 率 ％ 93 99
C O P － 4.84 4.84

最 大 電 流 A 23.0 35.0
風 量 m3/min 100
騒 音 （ Ａ 特 性 ） dB 53
凍 結 防 止 ヒ ー タ ー W 150
外 装 色 < マ ン セ ル No.> － アイボリー <3Y 7.8/1.1>
空 気 側 熱 交 換 器 形 式 － クロスフィン
霜 取 り 方 式 － リバースサイクル

圧 縮 機
形 式 × 個 数 － 全密閉× 1
始 動 方 式 － インバータ始動方式
呼 称 出 力 kW 2.4

送 風 機
形 式 × 個 数 － プロペラファン× 2
標 準 電 動 機 出 力 kW 0.060 × 2
標 準 機 外 静 圧 Pa 0

保 護 装 置
圧 力 開 閉 器 MPa 4.14 ／－0.03
圧 縮 機 保 護 － 吐出温度検知、過電流検知回路
送 風 機 保 護 － 過熱 ／ 過電流保護

外 形 寸 法 (H × W × D) mm 1350 × 1020 × 330(+30)
製 品 質 量 kg 132 134
温 水 回 路 方 式 － 密閉式
水 側 熱 交 換 器 形 式 － プレート式（機内保有水量：2.5L）

温 水 配 管 接 続
入 口 － JIS B 0202 G1 B（SUS304）
出 口 － JIS B 0202 G1 B（SUS304）

循 環 流 量 L/min 20.1 ～ 40.1

冷 媒
種 類 × 封 入 量 kg R410A × 4.0
制 御 方 式 － 電子膨張弁

冷 凍 機 油 種 類 × 封 入 量 L FV50S × 0.9

注 1. 加熱標準性能は、外気温乾球 7℃、湿球 6℃、戻り水温 25℃、流量 40.1L/min 時の性能値です。

【機外配線要領】
漏 電 遮 断 器 定 格 電 流 (A) 30A 40A

手 元 開 閉 器
開 閉 器 容 量

（Ｂ）
30A 60A

B 種 ヒ ュ ー ズ 30A 40A
配 線 用 遮 断 器 定 格 電 流 30A 40A
ユ ニ ッ ト 電 源 線 太 さ（mm） （Ｃ） 5.5mm2 ( φ 2.6) 8.0mm2 ( φ 3.2)

FTC ヒートポンプユニット
接 続 線 太 さ （mm）

総 延 長 50m 以 下
（Ｄ）

φ 1.6 (2.0mm2) φ 1.6 (2.0mm2)
総 延 長 80m 以 下 φ 2.0 φ 2.0

ア ー ス 線 太 さ（mm） （Ｅ） φ 1.6 φ 2.0

1 仕様表

※2※1 ヒートポンプユニット ヒートポンプユニット
出湯温度コントローラ

（FTC）
出湯温度コントローラ

（FTC）ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
電
源

｛
漏
電
遮
断
器

手
元
開
閉
器

ま
た
は

配
線
用
遮
断
器

（A） （B）
（C）

アース
（D）FTC―ヒートポンプ

ユニット接続線
（D）FTC―ヒートポンプ

ユニット接続線（E） （E）

S1
S2

R
S
T

S1
S2
S3S3

※2※1ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
電
源

｛
漏
電
遮
断
器

手
元
開
閉
器

ま
た
は

配
線
用
遮
断
器

（A） （B）

アース（E）

（E）

S1
S2

R
S

S1
S2
S3S3

（C）

三相機種 単相機種

※ 1 漏電遮断器はインバータ回路用遮断器（三菱電機製 NV-C シリーズまたは、その同等品）を選定してください。
※ 2 漏電遮断器が地絡保護専用の場合には、漏電遮断器と直列に手元開閉器（開閉器＋ B 種ヒューズ）または、配線用遮断器が必要となります。
◦電力会社の地区により規制を受ける場合がありますので、事前に所轄の電力会社にご相談の上、指示に従ってください。
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（１）ヒートポンプユニット
■ MHP-HW140HA3-F1
■ MHP-HW140SHA3-F1

10以上 10以上

開
放

300以上500以上

1 設置スペース(周囲必要空間)
下図は基本例を示します。
詳細につきましては工事マニュアル等の
技術資料を参照願います。

サービススペースは下図の
寸法が必要になります。

2 サービススペース

サービス
スペース

10以上

500以上

50
0以
上

30
0以
上

M10の基礎ボルトでユニットの据付足を
4ヶ所強固に固定してください。
(基礎ボルト，座金，ナットは現地手配です。)

3 基礎ボルト

<基礎ボルト高さ>

基礎

30
以
下

A
1069
1079

HA3-F1
SHA3-F1

詳細図(1:6)

JIS B 0202
G1 B
（水出口）

（水入口）

JIS B 0202
G1 B

24

74
46
6

運搬用取手運搬用取手

水出口

水入口

後吸込口

59

運搬用取手

横吸込口

後吸込口

吹出口

横吸込口
 据付足

2-U切欠穴
（基礎ボルトM10）

2-12×36長穴
（基礎ボルトM10）70

53

41
7

33
0

30

19

210 210600

28
37
0

アース端子
端子盤
左側・・・電源線
右側・・・内外接続線（ ）

A

サービスパネル

運搬用取手

運搬用取手

運搬用取手

23

13
50

322
1020

37
1

63
5

ドレン穴
（5-φ33穴）

81

256 133133133

詳細図

通気口

電源配線用穴
（2-φ27ノックアウト穴）

電源配線用カバー
34

74
40

( 単位 :mm)

2 外形寸法図
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（２）FTC（出湯温度コントローラ）
■ PAC-IF21B

（３）ワイヤードリモコン

(11.5)11.5

2
0
0

313

2
7
8

336
69

電気配線取り入れ口（3カ所）

2カ所(φ5)
取り付け用穴

2カ所(φ5)
取り付け用穴

φ5φ12

TB6TB141TB142

TB62
TB61

22
10

1
2
0

4
3
.5

130

( 単位 :mm)
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（４）防雪フード･･株式会社ヤブシタ製

■吸込側後  MOPAC-HW140B ■吸込側横  MOPAC-HW140S

■吹出側  MOPAC-HR140T

730 330

40
0

12
90

214 200

40
0

12
90

597 597

60
0

31
0

250

48
.7

95
2.
5

1,
00
1.
2

28
.8

1,
03
0

450 1,030 450 1,030

30
50
0

30
56
0

30 970 30
1,030

30
39
0

30
45
0

30 1,080 30
1,140

10 40 930 40 10

55
45
0

55

55 1,030 55

10
40

40
35
0

10

5 5 5 564.6 55.464.655.4

1,
35
0

2,
38
0

30
m
m
以
下

正面図 背面図左側面図 右側面図

アンカーボルト位置① アンカーボルト位置②

※出荷時はアンカーボルト位置①にて出荷します。

基礎ボルト 架台とユニットの接続ボルト

ドレン用ノック穴 φ50

排水ドレンVP　φ40
　(現地手配)

　　　　　配線用ノック穴　φ30

4-φ16
4-φ16 アンカーボルトM12

(現地手配)
ダブルナット
(現地手配)

座金
(現地手配)

M10ボルトナット
(現地手配)

　安全弁銅管取出用ノック穴　φ40

( 単位 :mm)

（５）ポンプ , 配管システムユニット（架台付）･･株式会社ヤブシタ製

■ MOPAC-HW140（S）-RHKD-4
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■ MHP-HW140HA3-F1

3 電気配線図

●    警告　元電源をOFFにした時、主コンデンサに充電されている電圧  280V  は、
約２分程度で20Vまで降下します。（入力電圧200V）取り扱い時には、基板上の
LED3が消灯したことを確認したのち、１分以上の時間をおいてください。
●基板不良以外の可能性がありますので、サービスマニュアルに従った確認・処置を
行い、見込み交換は絶対に行わないでください。

SW2

記号説明

TB1
MC
MF1, MF2
21S4

TH3
TH4
TH6
TH7
TH8

LEV-A,  LEV-B,  LEV-C

端子台＜電源、出湯温度コントローラ＞

電磁弁＜四方弁＞

圧縮機用電動機
送風機用電動機

サーミスタ＜液管温度＞
サーミスタ＜吐出管温度＞
サーミスタ＜プレート熱交液管＞
サーミスタ＜外気温度＞
サーミスタ＜放熱板温度＞

TH32 サーミスタ＜戻り水温度＞
TH33 サーミスタ＜吸入管温度＞

63H 高圧圧力開閉器

電子膨張弁

63HS 高圧圧力センサ
63L 低圧圧力開閉器

52C 52Cリレー

BH 凍結防止ヒータ

記　　号 名　　　　称 記　　号 名　　　　称 記　　号 名　　　　称
DCL リアクトル

パワー基板
接続端子＜R相＞
接続端子＜S相＞
接続端子＜T相＞
接続端子＜U相＞
接続端子＜V相＞
接続端子＜W相＞

コネクタ＜放熱板サーミスタ＞

インバータモジュール

P.B.

S
R

T

V
U

W
ネジ接続＜直流母線電源Ｐ側＞P1, P2 ヒューズ＜6.3A＞

制御基板
スイッチ＜機能切換＞
スイッチ＜機能切換＞

F1, F2, F3, F4

F1, F2, F3, F4

SW1
C.B.

CN3
ダイオードブリッジDS1, DS2, DS3

IPM

スイッチ＜機能切換＞
スイッチ＜機種設定＞SW6

SW7
スイッチ＜機能切換＞SW8
スイッチ＜機能切換＞SW9

LED3

SS
SV1

発光ダイオード＜運転状態／点検表示＞

ヒューズ＜30A＞

コネクタ＜凍結防止ヒータ＞

N.F.

CNDM コネクタ＜オプション接続（接点入力）＞

コネクタ＜オプション＞

X51, X52, X53, X54 リレー

Ri, Ro 接続リード＜R相＞
Si, So 接続リード＜S相＞
Ti, To 接続リード＜T相＞
EI, EO 接続端子＜アース＞

ノイズフィルター基板

SW5 スイッチ＜機能切換／機種設定＞

HW140HA3-F1

機　種 SW6

※1  機種設定

ON
OFF

1 2 3 4 5 6 7 8

SW5
ON
OFF

1 2 3 4 5 6

■はスイッチ位置を示す

SW5-1,2,4,6は機能切換

■はスイッチ位置を示す

CN
D
M

（
シ
ロ
）

CN
51

（
シ
ロ
）

LED3

BH

LEV-A
（シロ）

P.B.

N.F.

C.B.

DCL

52C

52C

LEV-B
（アカ）

LEV-C
（アオ）

TH7/6
（アカ）

TRANS
X5
4

X5
1

TH3
（シロ）

CNDC
（モモ）

TH4
（シロ）

TH7TH6 TH3 TH4

TH32
（クロ）

TH32

CN2
（シロ）

CNS
（シロ）

CNAC
（シロ）

CN4
（シロ）

SV1
（ハイ）

SS
（シロ）

21Ｓ4
（ミドリ）

52C
（クロ）

X5
2

X5
3

21S4

F1

F2

F4

F3

1

3

CNDC
（モモ）

－ ～
～＋

－ ～
～＋

－ ～
～＋

＋

＋

－

IPM

R

P1

P2

DS3

DS2

DS1

S

T

CN3
（シロ）

CN2
（シロ）

CN4
（シロ）

CN5
（アカ）

TH8

CN
AC
1

（
シ
ロ
）

S
i

Ro So To

R
i

T
i

EI
EO

F1 F2 F4F3

CN
AC
2

（
ア
カ
）

CN
RS

（
ア
オ
）

CN
5

（
ア
カ
）

5

5

2

7

 t゜ t゜ t゜ t゜

LEV-A

M

1 7

ア
カ

ア
オ

アオ

クロ

クロ

シロ

シ
ロ

ア
カ

ア
オ

シ
ロ

シ
ロ

アカ

クロ

1

7
1
2
1
2

2

2

2 1
2

 t゜

7

CNMNT
（シロ）

CNVMNT
（シロ）

11 3 511 4 2 11 2

 t゜

1 2
TH33
（キ）

TH33

 t゜

1 3
63HS
（シロ）

1 3 6

LEV-B

M
LEV-C

M

1 6

1 6

5

1

1

1

3

3

2

2

2

131313

31

3 1

63L
（アカ）

63L

31

63H
（キ）

63H 63HS

1

3
2

21

シロ クロ

シ
ロ

シ
ロ

シ
ロ シ
ロ

MS
3～

MC

U
V

W

U
ア
カ
シ
ロ
ク
ロ

W

V 1

3

1

3

1

2

1

2

R

電源　3～
200V　50/60Ｈｚ

出湯温度
コントローラ（FTC）へ

S T S1 S2 S3 TB1

キ ダ
イ
ダ
イ

チ
ャ

ア
カ ア
オ

シ
ロ

1

3 4

2

S
W
7

S
W
9

S
W
2

S
W
6

S
W
1

CN31

※1

※3
※3

※1 ※2

S
W
5

S
W
8

MS
3～

MＦ1

1 7
CNF1
（シロ）

MS
3～

MＦ2

1 7

CNF2
（シロ）

※2  フラッシュインジェクションが働く外気温度

SW7
ON
OFF

1 2 3 4 5 6
ON
OFF

1 2 3 4 5 6

■はスイッチ位置を示す

SW7-3,4,5,6は機能切換

外気温度

≦3℃
（工場出荷時）

≦0℃

SW7
ON
OFF

1 2 3 4 5 6
ON
OFF

1 2 3 4 5 6

外気温度

≦－3℃

≦－6℃

サービス時のお願い

霜取り運転時のみ
（工場出荷時）

SW9

※3  氷結対策制御の切り替え
　　・ＳＷ1-5 　： 停止後霜取り運転制御（工場出荷時無効）
　　・ＳＷ9-2,3 ： 凍結防止ベースヒータ制御（下記表参照）

ON
OFF

1 2 3 4

■はスイッチ位置を示す

外気温度≦0℃ かつ
暖房運転時および圧縮機停止時  

SW9
ON
OFF

1 2 3 4

外気温度≦0℃ かつ
暖房運転時

ON
OFF

1 2 3 4
外気温度≦4℃ かつ
暖房運転時および圧縮機停止時  

ON
OFF

1 2 3 4

凍結防止ベースヒータ作動条件凍結防止ベースヒータ作動条件

MHP-HW140HA3-F1
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■ MHP-HW140SHA3-F1

記号説明

TB1

MC
MF1, MF2
21S4
63H

TH3
TH4

TH7

DCL

端子台＜電源＞
TB2

圧縮機用電動機

電磁弁＜四方弁＞
高圧圧力開閉器

63L 低圧圧力開閉器
63HS 高圧圧力センサ

サーミスタ＜液管温度＞
サーミスタ＜吐出管温度＞

TH6 サーミスタ＜プレート熱交液管＞
サーミスタ＜外気温度＞

TH8 サーミスタ＜放熱板温度（IGBT内蔵）＞

TH33 サーミスタ＜吸入管温度＞
TH32 サーミスタ＜戻り水温度＞

リアクトル
CB 主平滑キャパシタ
CY1, CY2 キャパシタ

パワーモジュール

コネクタ＜オプション接続（接点入力）＞

コネクタ＜オプション＞
コネクタ＜凍結防止ヒータ＞

SS

CNDM

SW6

スイッチ＜機能切換＞SW8
スイッチ＜機能切換＞SW9

スイッチ＜機能切換＞SW7

SV1

LED3 発光ダイオード＜運転状態／点検表示＞
NI 接続端子＜S相＞

接続端子＜リアクトル＞

接続端子＜アース＞

DCL1, DCL2
IGBT
EI, E2, E3, E4

パワー基板
接続端子＜U、V、W相＞

P.B.

LI 接続端子＜R相＞
U, V, W

スイッチ＜機種設定＞

リレー
ヒューズ＜6.3A＞F1, F2, F3, F4

X51, X52, X54

記　号 記　号 記　号名　　　　称 名　　　　称 名　　　　称

スイッチ＜機能切換＞SW2
SW5LEV-A,  LEV-B,  LEV-C 電子膨張弁

端子台＜出湯温度コントローラ＞

送風機用電動機

BH 凍結防止ヒータ

制御基板
SW1

C.B.
スイッチ＜機能切換＞

スイッチ＜機能切換／機種設定＞

HW140ＳHA3-F1

機　種 SW6

※1  機種設定

ON
OFF

1 2 3 4 5 6 7 8

SW5
ON
OFF

1 2 3 4 5 6

■はスイッチ位置を示す

SW5-1,2,4,6は機能切換

※2  フラッシュインジェクションが働く外気温度

SW7
ON
OFF

1 2 3 4 5 6
ON
OFF

1 2 3 4 5 6

■はスイッチ位置を示す

SW7-3,4,5,6は機能切換

外気温度
≦3℃
（工場出荷時）

≦0℃

SW7
ON
OFF

1 2 3 4 5 6
ON
OFF

1 2 3 4 5 6

外気温度

≦－3℃

≦－6℃

■はスイッチ位置を示す

電源　  ～
200V　50/60Ｈｚ

出湯温度
コントローラ（FTC）へ

TH7/6
（アカ）

TH3
（シロ）

TH4
（シロ）

TH32
（クロ）

TH33
（キ）

M

3

1

34 11 1 2 1

1 7

2

TRANS

CNDC
（モモ）

TH7

t゜ t゜ t゜ t゜

TH6 TH3 TH4

1 2

t゜

TH32

1 3

t゜

TH33
63HS

63HS
（シロ）

3 1

CNS
（シロ）

63H
（キ）

CN52C
（アカ）

31

31

63H

63L
（アカ）

31

63L

IGBT

LED3

BH

2 2

5

3

5

7

CN2
（シロ）

F3

1 2

1313

CNAC
（シロ）

CN4
（シロ）

1 2

3 4

F4

F2

F1 21S4
（ミドリ）

X5
2

X5
4

13 SS
（シロ）

SV1
（ハイ）

X5
1

21S4

161 3 1 5
CNVMNT
（シロ）

CNMNT
（シロ）

LEV-A
（シロ）

1

5

CN
51

（
シ
ロ
）

1

3CN
D
M

（
シ
ロ
）

M

61
LEV-B
（アカ）

61LEV-C
（アオ）

LEV-BLEV-A

M
LEV-C

DCL2

N2

P2

MS
3～

U

U

V

V

W

W

CN2
（シロ）

CN4
（シロ）

1 71 2

2

P.B.

C.B.

CNDC
（モモ）

ク
ロ
シ
ロ

シ
ロ

CY1
CY2

LINIEI

E4

E2

E3

TB1 TB2R S S1 S2 S3

MC

3

1

3

1

2

ア
カ

CN
AC
1

（
シ
ロ
）

CN
AC
2

（
ア
カ
）

1 3

13

CN52C
（アカ）

52C

52C

ア
オ

キミ
ド
リ
/キ

ダ
イ
ダ
イ

チ
ャ

ア
カ

シロ

シロ

アカ

クロ クロ

クロ

クロ

DCL1

DCL

CB

S
W
6

S
W
1

CN31

※1

※3

※1

S
W
5

S
W
8

S
W
7

S
W
9

S
W
2

※3

※2

t T゚H8

MS
3～

MＦ1

1
7
CNF1
（シロ）

MS
3～

MＦ2

1
7

CNF2
（シロ）

37

霜取り運転時のみ
（工場出荷時）

SW9

※3  氷結対策制御の切り替え
　　・ＳＷ1-5    ： 停止後霜取り運転制御（工場出荷時無効）
　　・ＳＷ9-2,3 ： 凍結防止ベースヒータ制御（下記表参照）

ON
OFF

1 2 3 4

■はスイッチ位置を示す

外気温度≦0℃ かつ
暖房運転時および圧縮機停止時

SW9
ON
OFF

1 2 3 4

外気温度≦0℃ かつ
暖房運転時

ON
OFF

1 2 3 4

外気温度≦4℃ かつ
暖房運転時および圧縮機停止時

ON
OFF

1 2 3 4

凍結防止ベースヒータ作動条件凍結防止ベースヒータ作動条件

サービス時のお願い
●    警告　元電源を OFF にした時、主コンデンサに充電されている電圧  280V  
は、約２分程度で20Vまで降下します。（入力電圧200V）

　取り扱い時には、基板上の LED3が消灯したことを確認したのち、１分以上の時間
をおいてください。

●基板不良以外の可能性がありますので、サービスマニュアルに従った確認・処置を
行い、見込み交換は絶対に行わないでください。

MHP-HW140SHA3-F1
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■ PAC-IF21B

6
5

2
1

1

8

1
2

1

8

1

8

4
3

TH1 

OFF/ONOFF/ON

OFF/ON

OFF/ON

TB61

6
5

2
1

4
3

TB62

リモコン

6
5

2
1
4
3

8
7

10
9 11 13

12 14 6
5

2
1
4
3

8
7
10 
9 11 13
12 14

TB142 TB141 

 （外部入力） （外部出力）

L(R) N(S)
S1S2 S3 TB6

DC13.1V

FUSE

SW6
LED1

LED2 

LED3 

LED4 

LED5 

CNS2
(アカ)

クロ

出湯温度コントローラ（FTC）

ヒートポンプ
ユニットへ

21

21 3 54 6 7 8 TB141 
TB142 

11109 121314

X1 X2 X3 X4 X5 X6

Ⅱ.システム設計 10FTC外部入力接続
■接点信号による外部入力 参照

Ⅱ.システム設計 11FTC外部出力接続 参照

現地

現地

強制圧縮機停止 →

運転 →

FTC

FTC

t。 SW3SW2SW1

 X7

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

1

電源回路

記　号
出湯温度コントローラ（FTC）
TB6
TB141
TB142
TB62
TB61
LED1

LED4, 5

LED2
LED3

FUSE
SW1
SW2
SW3
SW6
X1～X7

TH1

名　　称

発光ダイオード（マイコン電源）

端子盤（FTC－ヒートポンプユニット接続線）
端子盤（外部出力）
端子盤（外部入力  接点信号）
端子盤（外部入力  アナログ信号）
端子盤（サーミスタ）

発光ダイオード（リモコン給電）
発光ダイオード（FTC－ヒートポンプユニット間通信）
未使用
ヒューズ（3.15A） 
スイッチ
スイッチ
スイッチ
スイッチ
リレー
サーミスタ（水温検知）
(0℃/15kΩ, 25℃/5.2kΩ) 

1. 　 　  は端子盤、　　   はコネクタを示します。
2. FTC－ヒートポンプユニット接続線は極性がありますので番号（S1、S2、S3）に従い配線してください。
3. ヒートポンプユニットのサービスの際は、ヒートポンプユニットの電気配線図を参照してください。
4. 本図は、FTC－ヒートポンプユニット接続線（AC200V仕様）が電源と信号の重畳方式の配線図を示します。

【注意】
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■ MHP-HW140HA3-F1
■ MHP-HW140SHA3-F1

チェックバルブ
〈低圧〉

圧縮機

高圧圧力開閉器
（63H）

チェックバルブ〈高圧〉
サーミスタ
（TH7）

サーミスタ
（TH6）

サーミスタ
（TH32） サーミスタ

（TH4）

サーミスタ
（TH33） サーミスタ

（TH3）

マフラー

HIC

四方弁

ストップバルブ

分配器

ストレーナ

ス
ト
レ
ー
ナ

ス
ト
レ
ー
ナパワー

レシーバー

電子膨張弁-A

電子膨張弁-C

入水

出水

電子膨
張弁-B

ストレーナ

ス
ト
レ
ー
ナ

低圧圧力
開閉器（63L）

圧力センサー

〈冷媒の流れ〉

4 冷媒回路図
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Ⅳ．据付・施工関連

◦他の熱源から直接輻射熱を受けないところ。
◦ヒートポンプユニットから発生する騒音が隣家に迷惑のかからないところ。
◦電源および出湯温度コントローラ（FTC）との配線に便利なところ。
◦可燃性ガスの発生、流入、滞留、漏れのおそれがあるところは避けてください。
◦運転時にはヒートポンプユニットよりドレンが大量に流れ出ますので凍結防止の対策を検討してください。
　（ヒートポンプユニット下部および周囲にも温水配管を敷設する。架台にドレンパンを設ける場合には、ドレンパンに
　凍結防止用のヒーターを設置するなど）
◦ヒートポンプユニットの重さ、振動に耐え水平に据付けできるところ。
◦積雪対策として、据付位置を高くしたり吸込口にフードを取付ける等の対策を行ってください。
◦ヒートポンプユニットが雪を吸い込まないよう、吹き溜まりへの設置は避けてください。
◦油、蒸気、硫化ガスなどの多い特殊環境には使用しないでください。
◦凍結防止剤が直接かかる場所への据付けは避けてください。
◦ヒートポンプユニットの搬送は、ヒートポンプユニットの搬送用取手（前後左右 4 カ所）をご使用ください。

ヒートポンプユニットの下面を持って搬送した場合、ヒートポンプユニットと地面に手・指を挟むおそれがありますので注意ください。

◦別売吹出ガイド（PAC-SJ04SG）を使用する場合は、吹出ガイドの説明書の指示に従って据付けてください。

1 据付け場所の選定

2 ヒートポンプユニットの周囲必要空間

1）単独設置時の周囲必要空間 （単位:mm）

（1）背面に障害物がある場合
（正面、側面、上方は開放）

（2）背面と上方に障害物がある場合
（正面、側面は開放）

（3）背面と側面に障害物がある場合
（正面、上方は開放）

（4）正面に障害物がある場合
（背面、側面、上方は開放）

（5）背面と正面に障害物がある場合
（側面、上方は開放）

（6）背面と側面および上方に障害物が
　 ある場合（正面は開放）

30
0以
上

200以上
200以上

30
0以
上

500
以下

1
0
0
0
以
上

※別売吹出ガイドを
　“上吹き“でご使用に
ならないでください。

※:別売吹出ガイドを
　“上吹き”でご使用に
　ならないでください。

10
00
以上

※別売吹出ガイドをご使用の場合500以上

10
00
以上

30
0以
上

※別売吹出ガイドをご使用の場合500以上

1
5
0
0
以
上

50
0以
上250以上

250以上

500
以下

30
0以
上
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（単位:mm）

（1）背面に障害物がある場合
（正面、側面、上方は開放）

（2）背面と上方に障害物がある場合
（正面、側面は開放）

（6）複数台多列設置の場合

（3）正面に障害物がある場合
（背面、側面、上方は開放）

（4）背面と正面に障害物がある場合
（側面、上方は開放）

（5）1台多列設置の場合

30
0以
上

※横連続設置は3台までとし、それ以上の場合は
　上図に示すスペースを確保してください。
※別売吹出ガイドを“上吹き”でご使用にならないでください。

15
00
以上

※別売吹出ガイドをご使用の場合
　1000以上

15
00
以上

50
0以
上

※別売吹出ガイドをご使用の場合
　1000以上

※別売吹出ガイドを“上吹き”で
　ご使用の場合1000以上

150
0以上

600
以上

300
0以
上

500
以上

※別売吹出ガイドを“上吹き”で
　ご使用の場合1500以上

●横連続設置の場合、ユニット間は200mm以上確保してください。

1500以上

300
以下

　
1
5
0
0
以
上

50
0以
上

100
0以
上 6
00以

上
200
0以
上
300
以上

2）複数台設置時の周囲必要空間
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＜基礎強度＞

●振動騒音が発生しないように基礎強度
および水平度を確認して設置してください。

●基礎ボルト長さは据付足下面より30mm以内にし
てください。
●M10（またはW3/8）の基礎ボルトでユニットの
据付足を4カ所強固に固定してください。
（基礎ボルト、座金、ナットは現地手配です。）基礎ボルト

コンクリート厚さ

ボルトの埋込み長さ

許容引抜き荷重

M10-J形

120mm

70mm

320kg

（単位:mm）

＜基礎ボルトピッチ＞

●ヒートポンプユニットの通気口を障害物等で塞がないでください。通気口を塞ぐと運転に支障を
きたしたり、故障の原因になることがあります。

●ヒートポンプユニットの据付足を固定した上で、さらにワイヤー等で追加の固定が必要な場合は、
ヒートポンプユニット背面側の天面パネル固定用穴を利用してネジ止めしてください。
なお、ご使用可能なネジは、セルフタッピンネジ5 × ℓ15以下（現地手配）です。

●運転時にはヒートポンプユニットよりドレンが大量に流れ出ますので凍結防止の対策を検討して
ください。

ヒートポンプユニット設置時のお願い

警告
据付けは、質量に十分に耐えるところに確実に行う。
強度が不足している場合は、ヒートポンプユニットの落下などにより事故の
原因になります。
台風などの強風、地震に備え、所定の据付工事を行う。
据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になります。

600 600

3
3
0

2
5

3
7
0

620以上

210 210

1020200以上

通気口

幅を
広く
する

根入りを深くする

架　台

3
0
以
下

3 ヒートポンプユニットの設置

降雪・積雪が予想される地域や季節風が予想される地域では、ユニットが正常に安定した能力を発
揮するために、十分な防雪・防風対策が必要です。その他の地域においても季節風や降雪の影響に
よる異常運転を防止するために、ユニットの設置に関して十分な配慮をお願い致します。
次ページに設置時のポイントを掲載いたします。
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★★･ヒートポンプユニットの設置基準･★★

●降雪、積雪、落雪でヒートポンプユニットが
埋まらないように、ヒートポンプユニットを
架台の上に設置する

●雪が吹き溜る場所、屋根からの
落雪がある場所への
設置はさける

●積雪や落雪の影響がないよう下記スペースを確保する

壁との距離

実際の
　壁との距離

●ヒートポンプユニットはできるだけ
融雪エリアに設置する

●集中ドレンパンやドレンソケットは使用しない
　（ドレン配管が凍結するおそれあり）
●ツララ等の落下で室外ユニットファンが破損しないような場所に設置する
●図の室外ユニットは防雪フードを取り付けた形状になります。
防雪フードは製品の吹出口や吸込口が積雪により目詰まりになることを抑制する部品になります。
ただし防雪フードは、吹出口の風向が斜め下向きになりますので製品前方下側に障害物がある場合等は
抵抗になり吹出した冷風を再び製品が吸い込む等、設置環境によっては逆効果となる可能性があります
ので防雪フードの取り付けは状況によってご判断ください。

●吹出口に強い風が当たらないように設置する
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★★･ヒートポンプユニット周辺のメンテナンス･★★

ヒートポンプユニットの排水対策

ヒートポンプユニット周辺の除雪・メンテナンス

●

●

積雪の多い日は吸込口が埋まっていないか確認し、
ご使用ください。

降雪の後はヒートポンプユニット周辺の除雪作業
が必要になります（熱交換器が埋まらないように
除雪をしてください）。

●底板にツララが発生した場合は定期的に排除くだ
さい。

●デフロスト時にヒートポンプユニットからは大量の
ドレン排水が発生しますので、排水に対し凍結対策
や経路の確保が必要です。

●人が通る場所や凍結が起こると問題のある場所への
設置は避けてください。

●ドレンパンやドレン配管が凍結するおそれがあるので、
集中排水ドレンパンやドレンソケットは使用しないで
ください。

●ヒートポンプユニットの二段設置は行わないで
ください。ドレン水で下のヒートポンプユニット
が凍結する可能性があります。
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別売の防雪フードで降雪地域での室外ユニットへの雪侵入をおさえます。
本製品については、株式会社ヤブシタ※までお問合せください。

【株式会社ヤブシタ製 室外ユニット防雪フード（鋼板製）】
吹出側 MOPAC-HR140T

吸込側後 MOPAC-HW140B

吸込側横 MOPAC-HW140S

吹出・吸込セット MOPAC-HW140-ST

ステンレス製もご用意しております。
※沿岸部など潮風の影響の受ける場所には耐重塩害仕様をお勧めします。

防雪対策

強風対策
据付け場所が屋上や周囲に建物などがなく、強い風が直接製品に吹き付けることが予想される場合、製品の吹
出口に強い風が当たらないようにしてください。強い風が製品の吹出口に直接吹き付けると、必要な風量が確
保できなくなり運転に支障をきたします。

２．吹きさらしのような場所で風
向きがわかっている時には、
製品の吹出口を風向と直角
になるようにする。

３．台風などの強風が吹出口に吹
き付けるような据付け場所に
は、別売エアーガイドを取付
けてください。

１．近くに壁などがある場合には、
壁面に吹出口が向くようにす
る。この時壁面までの距離は
50cm 程度にする。

強風

エアーガイド
強風

台風などの強風に備え、追加の固定が可能です。
本製品については、直接ネミー株式会社までお問合せください。

名　称 形　名

耐風金具 SW-MHG15

【お問合せ先】 ネミー株式会社
〒 150-0044　東京都目黒区大橋 2 丁目 24 番 3 号　中村ビル 7 階
　

TEL 0120-731-025
URL  http://www.nemy.co.jp

ネミー（株）製 耐風金具

室外ユニットをワイヤーと金具で追加固定します。

※株式会社ヤブシタ
　お問合せ先
　TEL：(011)624-0022
　FAX：(011)624-0026
　〒060-0006
　北海道札幌市中央区北 6 条西 23 丁目 1-12
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●出水接続口と入水接続口（JIS B 0202-G1B）を水配管に接続します。
　（管用平行ネジのため市販のパッキンをご使用ください）
●出水接続口と入水接続口の位置は右図に示します。
●ストレーナを入水接続口に取り付けます。
●水配管接続の最大許容トルクは50N・mです。
●取付け後、水漏れがないか確認してください。
●流量調整用バルブを設置し流量が20.1～40.1L/minとなるように調整し
　てください。
●入水側の水圧は0～1.0MPaの範囲にしてください。
※パイプ中の水の流速が一定の値（例：銅：1.5m/s）を越えると、器具に浸食や腐食を引
き起しますので必要流量に対して適当な配管径のパイプを使用してください。細いパ
イプ中や屈曲部、あるいは同様の閉塞状態にある部分では、局所流速は、上昇する可
能性がありますので注意してください。

●システムの循環液には三菱防錆循環液を使用してください。

出水接続口

入水接続口

1）水配管の接続

2）循 環 液

注意 出水の温度は、最大、60度に達する場合があります。素手で水配管を
直接触らないでください。

◦運転時にはヒートポンプユニットよりドレンが大量に流れ出ますので凍結防止の対策を検討してください。
ヒートポンプユニット下部および周囲にも温水配管を敷設する。（※1）
架台にドレンパンを設ける場合には、ドレンパンに凍結防止用のヒーターを設置するなど（※2）

（※2）
株式会社ヤブシタ製 「ポンプ、配管システムユニット」

（P.26）にはヒーター付きのドレンパンが組み込まれ
ています。
詳細は株式会社ヤブシタ※へお問合せください。

※株式会社ヤブシタ
　お問合せ先
　TEL：(011)624-0022
　FAX：(011)624-0026
　〒060-0006
　北海道札幌市中央区北 6 条西 23 丁目 1-12

（※1）

4 水配管の接続

5 ドレン配管
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①配線の取入れ方向
　●右方向から取入れができます。
　（電源穴（ノックアウト）をご利用ください。）
②サービスパネルを取外してください。
③配線は図のように行い、ネジの緩みのないよう接続してください。
　（配線はクランプで確実に固定してください。）
　接続に緩みがありますと火災などの危険が生じます。
　以下の作業手順に従い端子盤へ接続してください。

●出湯温度コントローラ（FTC） ― ヒートポンプユニット接続線は途中接続しないでく
ださい。途中接続した場所に水が浸入すると、対地間絶縁不良や途中接続部の接触
不良をまねき、通信異常の原因となります。（万一、途中接続する場合には、絶対に水
が浸入しない様な処置を行ってください。）

④必ずD種（第3種）接地工事を行ってください。
＜アース仕様＞  接地抵抗100Ω以下
　　　　　　　  140HA形（三相） ……… φ1.6mm以上
　　　　　　　  140SHA形（単相） ……  φ2.0mm以上

②電線太さにより
　上下2段に分け
　電線を差し込み
　ます。

①ネジを十分に緩め、電源を入れるスペースを確保します。
〈作業手順〉（図は電源端子盤を示す）

③ネジをしっかり
　締付け電線を
　固定します。

下座金が上がります。

下座金が下がります。

＊ここがポイント

サービスパネル

サービスパネル
取外し方向

アース端子

配線クランプで
固定する。

端子盤

（ ）左側：電源
右側：FTC ― ヒートポンプユニット接続線

右配線
（ノックアウト）

1）配線工事

 警告･ 電気工事は、電気工事士の資格がある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および据付工事説明
書に従って施工し、必ず専用回路とし、かつ定格の電圧、ブレーカーを使用する。
◦電源回路容量不足や施工不備があると感電や火災の原因となります。

 警告･ 配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
◦接続や固定が不完全な場合は、発熱や火災等の原因になります。

 注意 アース工事を行う。アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。
◦アースが不完全な場合は感電の原因になります。

 注意 電源には必ず漏電遮断器を取付ける。
◦漏電遮断器が取付けられていないと感電の原因になります。

 注意 正しい容量のブレーカー ( 漏電遮断器 ･ 手元開閉器 ( 開閉器 +B 種ヒューズ )･ 配線用遮断器 ) を使用する。
◦大きな容量のブレーカーを使用すると、故障や火災の原因になります。

▪電源には必ず漏電遮断器を取付けてください。ユニット電源には高調波対応品を選定してください。
▪漏電遮断器が地絡保護専用の場合には、漏電遮断器と直列に手元開閉器 ( 開閉器＋ B 種ヒューズ )、または配線用
　遮断器が必要です。
▪ユニット電線太さは、20m まで電圧降下を見込んで選定してありますので、20m を超える場合は、
　電圧降下を考慮して「内線規程」等に従い、電線太さを選定してください。
▪必ず D 種接地工事を行ってください。
▪工場出荷時 FTC －ヒートポンプユニット接続線（AC200V 仕様）は電源と信号の重畳方式となっております。

極性がありますから必ず端子番号どおりに接続してください。
▪ユニットの外部では、リモコン線と電源配線 ･FTC －ヒートポンプユニット接続線が直接接触しないよう離して施

工してください。
▪天井裏内の配線（電源・リモコン・FTC －ヒートポンプユニット接続線）はネズミ等により、かじられ切断すること

もありますので、なるべく鉄管等の保護管内に通してください。
▪リモコン用端子盤には、200V 電源を絶対に接続しないでください。（故障の原因になります。）

電気工事についてのご注意

6 電気配線
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1：1システム

〈三相機種〉

●FTC ―ヒートポンプユニット接続線（AC200V仕様）は
電源と信号の重畳方式となっております。極性がありま
すから必ず端子番号（S1、S2、S3）どおりに接続してく
ださい。
またFTC ―ヒートポンプユニット接続線はVVF平形ケ
ーブル（3芯）を使用してください。
※VCT等キャプタイヤケーブルの既設配線を流用する
場合は、総延長30m以内に限り使用可能です。
新規配線を行う場合は、総延長に関わらずVVF平形
ケーブルを使用してください。
※接続線の太さは上記、■ヒートポンプユニット･FTC（出
湯温度コントローラ）電源配線（D）を参照してください。

●端子盤の電源側（左側）に電源配線を接続してください。
●電気配線の詳細は、出湯温度コントローラの据付工事説
明書を参照してください。

※2※1 ヒートポンプユニット

ヒートポンプユニット

出湯温度コントローラ
（FTC）

出湯温度コントローラ
（FTC）

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
電
源

｛
漏
電
遮
断
器

手
元
開
閉
器

ま
た
は

配
線
用
遮
断
器

（A） （B）
（C）

アース
（D）FTC―ヒートポンプ

ユニット接続線

（D）FTC―ヒートポンプ
ユニット接続線

（E） （E）

S1
S2

R
S
T

S1
S2
S3S3

〈単相機種〉

所轄の電力会社にご相談の上、指示に従ってください。

お願い

※1 インバータ回路用遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズま
たは、その同等品）を選定してください。

※2 漏電遮断器が地絡保護専用の場合には、漏電遮断器と
直列に手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）
または、配線用遮断器が必要となります。

※2※1ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
電
源

｛
漏
電
遮
断
器

手
元
開
閉
器

ま
た
は

配
線
用
遮
断
器

（A） （B）

アース（E）

（E）

S1
S2

R
S

S1
S2
S3S3

（C）

2）電源・ヒートポンプユニット － FTC（出湯温度コントローラ）間配線の接続方法

■ヒートポンプユニット・FTC（出湯温度コントローラ）電源配線

機　　種

三　相

漏電遮断器
定格電流

手元開閉器
開閉器容量 B種ヒューズ

配線用遮断器
定格電流

ユニット電源線
太さ（mm）

FTC―ヒートポンプユニット接続線太さ（mm） アース線
太さ（mm）総延長50m以下 総延長80m以下

（A） （B） （C） （D） （E）

140形 30A 30A 30A φ1.6（2.0mm2） φ1.6φ2.05.5mm2（φ2.6）30A

単　相 140形 40A 40A 40A φ1.6（2.0mm2） φ2.0φ2.08.0mm2（φ3.2）60A

インバータ回路用遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたは、その同等品）を選定してください。

■確認項目
◦ヒートポンプユニット据付け・配管・配線作業終了後、水漏れ・電源・制御線の緩み・極性間違いがないか今一度確

認してください。
◦電源用端子（R , S , T）と大地間を 500V メガーで計って 1.0MΩ以上であることを確認してください。

※ FTC ― ヒートポンプユニット接続線用端子（S1 , S2 , S3）には 500V メガーを絶対かけないでください。
故障の原因になります。

◦圧縮機保護のため運転を開始する 12 時間以上前に電源を入れてください。
◦ヒートポンプユニットが異常でないこと。（ヒートポンプユニットが異常の場合、ヒートポンプユニット制御基板上の

LED3 で判定できます。）
◦ FTC ― ヒートポンプユニット通信立ち上げ完了までに、電源投入から 3 分程度要します。

FTC ― ヒートポンプユニット通信中は運転出来ません。

絶縁抵抗について
◦据付け直後、もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場合、圧縮機に冷媒が溜まることにより、絶縁抵抗が数

MΩまで低下することがあります。絶縁抵抗が小さく、漏電遮断器が作動する場合は、以下の事項を確認ください。
①電源を投入し、4 時間程度経過後、絶縁抵抗が復帰するか確認する。

電源を投入することにより、圧縮機に通電加熱を行い、圧縮機に溜まった冷媒を蒸発させます。
②漏電遮断器が高調波対応品であるか、確認する。

本ヒートポンプユニットはインバータを装備しており、漏電遮断器の誤動作を防止するため、高調波対応品を使
用してください。

7 試運転

※各配線長制約
配線長 ( 最大 ) 備　考

リモコン～ FTC 間 500m 0.3mm2 ～ 1.25mm2 の電線または 2 芯ケーブルを使用してく
ださい。（極性はありません）

FTC ～ヒートポンプユニット間 80m

水温検知サーミスタ～ FTC 間 12m FTC 同梱のケーブルは 5m です。（延長する場合の配線は、
配線径φ 0.69mm 以上のものをご使用ください。）
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°F°C
°F°C

ERROR CODE
AFTER
TIMER
TIME SUN MON TUE WED THU FRI SAT

ON
OFF

Hr
AFTER

FUNCTION

WEEKLY

注記：
 “PLEASE WAIT”メッセージ
電源が投入された時と停電から復帰したとき、約3分間表示されます。

  “NOT AVAILABLE”メッセージ
　FTCユニットに機能がないボタンを操作した場合に表示します。

表示部

操作部

操作内容表示
運転モード等を表示します。

“集中管理中”表示
操作禁止にされている場合に
表示します。

“タイマー停止中”表示
タイマーの運転状態を表示し
ます。

設定温度表示
選択された設定温度を表示し
ます。

現在曜日表示
現在の曜日を示します。

時間／タイマー実行時間表示
現在時刻を表示します。
タイマー運転時は、タイマー実
行時間を表示します。

 通電表示
通電時、表示されます。

“操作制限”表示
操作制限している場合、点灯
表示します。

タイマー機能表示
タイマーが設定されている
場合、その機能を表示します。

フタを開け
ます。

 下がる

 上がる

 戻る

 進む

設定温度ボタン

タイマーメニューボタン
（モニタ／設定ボタン）

運転切換ボタン（戻るボタン）

時間設定ボタン

タイマー入切ボタン
（曜日設定ボタン）

運転／停止ボタン

運転ランプ

初期設定ボタン

使用しません。

説明のため全ての表示内容を
示しています。

異常表示
異常が発生すると点灯します。

水温表示
現在の水温を表示します。

 ボタン

本FTCには
試運転機能はありません。

点検（クリア）ボタン

設定温度

運転切換 タイマーメニュー タイマー入切 初期設定

戻る モニタ／設定 日 点検 試運転

時間設定 クリア

運転／停止

ワイヤードリモコン
■各部の名称

8 リモコン操作
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1．       または       の時間設定ボタン⑪を押して、設定画
面2を表示させます。

2． タイマー 入切（曜日設定）ボタン⑨を押して曜日を設
定します。
* ボタンを押すたびに3に示す曜日が進みます。
SUN → MON → ... → FRI → SAT 

3． 時間設定ボタン⑪を押して時刻を設定します。
* 連続押しで、1分単位→10分単位→時間単位で表示
4が切り換わります。 

4． 上記2, 3設定後、     ボタン④を押し確定させててください。

設定温度

運転切換 タイマーメニュー タイマー入切 初期設定

戻る モニタ／設定 日 点検 試運転

時間設定 クリア

運転／停止

°C
°C

TIME SUN

TIME SUN

3 曜日表示
2

1

4
時刻設定

曜日および
時刻表示

⑨

④②

⑪

システムによって使用可能な項目が異なります。

融雪ヒートポンプでは、融雪(HEATING)モードでご使用ください。

運転／停止

〈運転開始〉
 運転／停止ボタン①を押します。
運転ランプ1と表示部が点灯します。

注記：再運転は、下記運転内容となります。
リモコン設定内容

運転モード 前回運転モード
温度設定 前回温度設定

〈運転停止〉
再度、運転／停止ボタン①を押します。

　  運転ランプ1と表示部が消えます。

運転モード選択

温度設定 目標温度を下げる：  ボタン③を押す。
設定温度が3に表示されます。

設定温度が3に表示されます。
目標温度を上げる：  ボタン③を押す。

設定温度

運転切換 タイマーメニュー タイマー入切 初期設定

戻る モニタ／設定 日 点検 試運転

時間設定 クリア

運転／停止

°C
°C

①

③ 1

3

〈画面構成〉
リモコン表示言語の設定詳細については、■機能選択の項を参照願います。
初期設定言語は英語です。
※日本語表示はできません。 
リモコン機能選択画面： リモコンで設定可能な機能および範囲を設定します。

（タイマー機能、運転制限、等）
曜日／時刻設定： 現在の曜日あるいは時刻を設定します。
通常画面： 運転状況を表示・設定します。

〈画面変更方法〉

Ⓐ：運転切換ボタン②とタイマー入切ボタン⑨とを
　　同時に2秒間押し続けます。

Ⓑ：時間設定ボタン（       または       のいずれか）
　　⑪を押します。

Ⓒ：運転切換ボタン②を押します。

°F°C
°C

TIME SUN

リモコン機能選択画面 曜日／時刻設定

通常画面

OFF ON

Ⓐ Ⓑ Ⓒ

■曜日および時刻設定

■運転のしかた
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■その他の機能

1．   ボタン④を押しながら運転／停止ボタン①を2秒間押して操作制限設定表示1を消灯させます。

〈操作ロック方法〉

〈ボタンのロック解除〉

1． ボタン④を押しながら運転／停止ボタン①を2秒間押して操作制限設定表示1を点灯させます。

 *  リモコン機能選択で操作ロックが無効になっている場合は、“NOT AVAIL”が点灯します。

  操作ロック中にボタンを押すと、操作制限設定表示1が点滅表示します。

°C
°C

FUNCTION

°C
°C

FUNCTION

操作制限設定表示

°C
°C

TIME SUN

FUNCTION

①

1

④

 簡易的にリモコンのボタン操作をロックすることができます。
　 簡易ロック機能には次の2つがあります。リモコン機能選択で設定します。
　リモコン機能選択での設定方法については、■機能選択の項を参照ください。

①全ボタンロック：リモコンの全てのボタン操作をロックします。
②運転／停止ボタン以外ロック：運転／停止ボタン以外の操作をロックします。

注記：操作ロック設定されている場合は、1の表示が点灯します。

操作ロック

1

1

°C
°C

1

設定温度

運転切換 タイマーメニュー タイマー入切 初期設定

戻る モニタ／設定 日 点検 試運転

時間設定 クリア

運転／停止
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■機能選択

リモコン機能選択モードでは下記のリモコン機能を選択できます。必要に応じて設定変更してください。

エラーコード表示

  「エラーコード」のみが点滅している場合（運転ランプは点灯したまま）
運転を継続していますが、障害が発生している可能性があります。

　 
　エラーコードを確認の上、お買い上げの販売店、または工事店にサービスをお申しつけください。

 
　* “異常時の連絡先”が設定されている場合は、点検ボタンを1回押すと連絡先の電話番号が表示されます。

設定方法については、■機能選択の項を参照ください。

  「運転ランプ」と「エラーコード」の両方が点滅している場合は障害が発生し、運転を継続できずに停止しています。
　ユニットナンバー、エラーコードを確認の上、電源を切り、お買い上げの販売店、または工事店にサービスを
　お申しつけください。

運転／停止

ERROR CODE

“異常時の連絡先”が設定されている場合は、連絡先の
電話番号が表示されます。
（設定方法は■機能選択の項を参照願います。

運転ランプ
（点滅）

エラーコード FTCユニット番号

交互に表示

運転／停止

°C
°C

ERROR CODE

運転／停止

CALL:XXXX
XXX:XXX

エラーコード

点検ボタンを押した場合：

機能名称 設定項目 説　　明

1. 言語切換
(“CHANGE
LANGUAGE”)

言語表示設定
◦表示する言語の設定を行います。
◦多言語表示ができます。

※日本語表示はできません。

2. 機能制限
(“FUNCTION
SELECTION”)

(1) 操作制限機能選択 ( 操作ロック )(“LOCKING FUNCTION”) ◦操作制限 ( 操作ロック ) の範囲を設定します。

(2) 運転モード設定の使用 (“SELECT MODE”) ◦本機では使用しません。

(3) 温度範囲制限設定 (“LIMIT TEMP FUNCTION”) ◦温度調整範囲 ( 上限・下限 ) を設定します。

3. モード選択
(“MODE 
SELECTION”)

(1) リモコンの主 / 従の設定 (“CONTROLLER MAIN/SUB”)
◦主リモコン、従リモコンを切り替えます。

*1 グループ 2 台接続時どちらか一方を『従』に設定します。

(2) 時計設定の使用 (“CLOCK”) ◦時刻機能の使用有無を選択します。

(3) タイマー機能設定 (“TIMER MODE”) ◦使用するタイマーの種類を選択します。

(4) 異常時の連絡先番号設定 (“CALL.”)
◦異常発生時に連絡先の電話番号を表示させることができます。
◦電話番号の設定をします。

(5) 水温オフセット設定 (“TEMP OFFSET FUNCTION”) ◦本機では使用しません。

4. 表示変更
(“DISP MODE
SETTING”)

(1) 温度表示 “ ℃ / °F ” 設定 (“TEMP MODE ℃ / °F ”) ◦温度設定単位 “ ℃ / °F ” の表示を選択します。

(2) 水温表示設定 (“WATER TEMP. DISP. SELECT”) ◦水温表示有無を選択します。
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融雪

不使用

温度制限=OFF

選択モード=OFF
OFF

OFF

現在の設定：選択モード＝OFF

※本機能は使用しません。常時OFF。

温度制限=ON

現在の設定：温度制限=ON現在の設定：温度制限=OFF

Lower limit
Upper limit

Lower limit
Upper limit

OFF No1

No2

言語切換

機能選択

通常の表示

英語

イタリア語

ドイツ語 スペイン語 ロシア語

スウェーデン語 フランス語

Ⓔボタンを押しながらⒹボタンを
2秒間押し続けます。

Ⓔボタンを押しながらⒹボタンを2秒間押し続けます。

ON
OFF

*

*

*
* タイマーモードです。

OFF
ON

ON
OFF

℃

OFF
ON

モード選択

表示モード
設定

MAIN ････ 主設定(初期設定)。
SUB ････ 従設定。

OFF ････ 操作ロック設定をしない(初期設定)。
No1 ････ ON/OFFボタン以外操作ロック設定。
No2 ････ 全ボタン操作ロック設定。

ON ････ 時計機能が使用可能(初期設定)。
OFF ････ 時計機能が使用不可。

OFF ････ 水温を表示しません。
ON ････ 水温を表示します(初期設定)。

℃ ････ 温度単位セ氏表示します(初期設定)。
°F ････ 温度単位華氏表示します。

OFF ････ 異常時に設定した連絡先番号が表示されません(初期設定)。
ON ････ 時異常に設定した連絡先番号が表示されます。

TIMER MODE OFF : タイマーモードが使用不可（初期設定）。
WEEKLY TIMER : 週間スケジュールタイマー使用可能。
AUTO OFF TIMER : 消忘れ防止タイマー使用可能。
SIMPLE TIMER : 簡易タイマー使用可能。

本機では使用しません。

温度制限=OFF（初期設定）
・水温設定範囲：標準

・水温設定範囲：制限
Lower limit ・・・・ 下限水温を設定
Upper limit ・・・・ 上限水温を設定

温度制限= ON

不使用
Lower limit
Upper limit

設定温度

運転切換 タイマーメニュー タイマー入切 初期設定

戻る モニタ／設定 日 点検 試運転

時間設定 クリア

運転／停止

ドット表示

Ⓕ

Ⓔ

Ⓖ

Ⓒ Ⓓ
Ⓗ

Ⓑ
Ⓐ
Ⓘ

■機能選択フローチャート
言語設定（英語）
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♦言語切換設定
ドット表示部に表示する言語を設定します。
* タイマーメニューボタンⒼ押して言語を切り替えます。
①英語（GB）、②ドイツ語（D）、③スペイン語（E）、④ロシア語（RU）、⑤イタリア語（I）
⑥フランス語（F）、⑦スウェーデン語

♦機能選択設定
　●操作制限機能設定（操作ロック）
* タイマー入切ボタンⒹ押して下記内容を切り替えます。
　①No1： ［運転／停止］ボタンⒾ以外の全てのボタンを操作ロック設定にします。
　②No2： 全てのボタンを操作ロック設定となります。
　③OFF（初期設定値）：操作ロック無効。
* 通常画面にて操作ロックを実行するには、上記設定後に通常画面にて実行操作（　　 ボタンと運転／停止ボタン同時2秒押し）が必要です。

♦表示変更設定
　●温度表示“℃／ °F ”設定
* タイマー入切ボタンⒹ押して切り替えます。
　①℃： 温度単位としてセ氏を使用します。
　②°Ｆ： 温度単位として華氏を使用します。

　●水温表示設定
* タイマー入切ボタンⒹ押して切り替えます。
　①ON： 水温を表示します。
　②OFF： 水温を表示しません。

♦モード選択設定
　●リモコン主／従設定
* タイマー入切ボタンⒹ押して切り替えます。
　①主： 主設定となります。
　②従： 従設定となります。

　●タイマー機能設定
* タイマー入切ボタンⒹ押して切り替えます。（以下のひとつを選択します。）
　①週間スケジュールタイマー：週間スケジュールタイマーが使用可能です。
　②消忘れ防止タイマー：消忘れ防止タイマーが使用可能です。
　③簡易タイマー：簡易タイマーが使用可能です。
　④タイマーモード無効：タイマーモードを使用しません。
* 時刻設定の使用がオフの場合、“週間スケジュールタイマー”を使用することはできません。

　●異常時の連絡先番号設定
* タイマー入切ボタンⒹ押して切り替えます。
　①CALL OFF：異常時に、設定した連絡先番号が表示されません。
　②CALL**** *** ****：異常時に、設定した連絡先番号が表示されます。
　③CALL ＿：上記に示した表示の場合、連絡先番号を設定可能です。
* 連絡先番号の設定
次の手順で連絡先番号を設定します。
点滅しているカーソルを番号設定に移動します。「設定温度（      ）または（      ）］ボタンⒻを押して、
カーソルを右（左）に移動します。[時間設定（       ）および（       ）]ボタンⒸを押して、番号を設定します。

　

　●時計設定の使用
* タイマー入切ボタンⒹ押して切り替えます。
　①ON： 時計機能が使用可能です。
　②OFF： 時計機能が使用不可です。

　●温度範囲制限設定
この設定を行った後は、設定範囲内で温度を変更可能です。
* タイマー入切ボタンⒹ押して下記内容を切り替えます。
　①温水温度制限モード： 温度範囲が変更可能です。
　②OFF（初期設定）：温度範囲制限は無効です。（標準の20～60℃の設定温度範囲になります。）
* 温度を上下するには、[ 設定温度（      ）または（      ）］ボタンⒻを押します。
* 上限設定と下限設定とを切り替えるには、[ ▽ 初期設定］ボタンⒽを押します。選択された設定が点滅して温度が設定されます。

詳細設定



46

Ⅳ
．
据
付
・
施
工
関
連

立上げ中表示

運転モード 運転

スタンバイ

霜取り

使用しないボタン

点検（異常）

試運転

自己診断

言語変更

機能選択

運転機能制限設定

温度範囲制限設定

温度範囲制限設定モード

モード選択

リモコン設定、主

リモコン設定、従

時計設定

連絡先番号設定

温度オフセット機能（使用しません）

（使用しません）温度オフセット機能

時刻の設定

タイマー設定

タイマーモニタ

タイマー機能設定

タイマーモードオフ

簡易タイマー

表示変更

水温表示設定

言語選択

モードスキップ設定

温度表示“℃/F”設定

言　語 英語 言　語 英語

オプション設定

循環水チェック

応答待ち

設定待ち

保守

対応せず

言　語 英語

水温（初期設定）

自動オフタイマー

集合設定

運転切換ボタン②を押して次の条件設定に切り替えます。

〈目標温度〉

［設定温度］ボタン（　　 および　　 ）③を使用して目標温度を設定します。

WATER TEMP 
HEATING

WATER TEMP 
HEATING ECO

WATER TEMP 
HOT WATER

WATER TEMP 
ANTI-FREEZE

WATER TEMP 
COOLING

TEMP OFFSET 
HEATING

TEMP OFFSET 
COOLING

WATER TEMP 
HEATING

      

設定温度

運転切換 タイマーメニュー タイマー入切 初期設定

戻る モニタ／設定 日 点検 試運転

時間設定 クリア

運転／停止

°C °C

③

Ⓐ Ⓑ
ⒹⒸ

②

④

⑤
⑥

①

(1)初期設定ボタン①を3秒間押し続け設定モードに切り替えます。

(2)［ディスプレイⒶ］

使用しません

■ドット表示表

■リモコンによる初期設定
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Ⅴ．製品データ

■能力 単位 [kW]

水出口温度［℃］
外気温度（D.B.）［℃］

－25 －15 －7 2 7
35（30） 9.5 12.0 14.0 14.0 14.0
30（25） 9.5 12.0 14.0 14.0 14.0
25（20） 9.5 12.0 14.0 14.0 14.0
20（15） 9.5 12.0 14.0 14.0 14.0
15（10） 9.5 12.0 14.0 14.0 14.0

※（　）は、戻り水温度

■入力 単位 [kW]

水出口温度［℃］
外気温度（D.B.）［℃］

－25 －15 －7 2 7
35（30） 6.16 6.09 6.05 5.19 3.32
30（25） 5.46 5.41 5.37 4.61 2.89
25（20） 4.90 4.71 4.61 3.90 2.53
20（15） 4.34 4.20 4.12 3.50 2.49
15（10） 3.76 3.66 3.56 3.14 2.40

※（　）は、戻り水温度
※本入力値は水使用（流量 40.1L/min）時のヒートポンプユニット単体の値です。

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

－25 －20 －15 －10 －5 0 5

外気温度 （D.B.） ［℃］

能
力
 ［
kW
］

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

入
力
 ［
kW
］

外気温度 （D.B.） ［℃］
－25 －15 －5 5

水出口35℃
水出口30℃
水出口25℃
水出口20℃
水出口15℃

1 能力線図
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■測定ポイントと項目について
測定ポイントの項目および加熱標準運転条件付近（外気温乾球 7℃、湿球 6℃、戻り水温 10 ～ 30℃、流量
40.1L/min）の圧力と温度を表に示します。
表の測定方法を参考にして温度・圧力を測定してください。　
測定時間は冷媒回路が安定してから（30 分～ 1 時間後）測定するように注意してください。

測定項目 加熱標準運転条件付近の圧力・温度 測定方法・備考
A 高圧圧力（MPa） 1.2 ～ 2.1 高圧側チェックバルブに圧力計を接続
B 低圧圧力（MPa） 0.5 ～ 0.7 低圧側チェックバルブに圧力計を接続
C 吐出管温度（℃） 50 ～ 65 配管表面温度計にて測定
D 吸入管温度（℃） －2 ～ 5 配管表面温度計にて測定
E 戻り水温度（℃） 10 ～ 30 リモコンへ表示可能
F 出 湯 温 度（℃） 15 ～ 35 温度計にて測定
G 室外吸込温度（℃）   7 温度計にて測定
H 室外吹出温度（℃） －3 ～ 3 温度計にて測定

注：インバータ機種のため、圧縮機の運転周波数により運転状態が変動します。

■冷媒回路図

チェックバルブ
〈低圧〉

圧縮機

高圧圧力開閉器
（63H）

チェックバルブ〈高圧〉
サーミスタ
（TH7）

サーミスタ
（TH6）

サーミスタ
（TH32） サーミスタ

（TH4）

サーミスタ
（TH33） サーミスタ

（TH3）

マフラー

HIC

四方弁

ストップバルブ

分配器

ストレーナ

ス
ト
レ
ー
ナ

ス
ト
レ
ー
ナパワー

レシーバー

電子膨張弁-A

電子膨張弁-C

入水

出水

電子膨
張弁-B

ストレーナ

ス
ト
レ
ー
ナ

低圧圧力
開閉器（63L）

圧力センサー

〈冷媒の流れ〉

2 運転状態確認
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記号 風量 A 特性

● 融雪 53

10

20

30

40

50

60

70

80

90

12563 250 500 1000 2000

NC-70

NC-60

NC-50

NC-40

4000 8000

NC-20

NC-30

連続スペクトルの運転音
に対する最小可聴値

オクターブバンド周波数(Hz）

オ
ク
タ
ー
ブ
バ
ン
ド
レ
ベ
ル
dB
（
0
dB
＝
0
.0
0
0
2μ
ba
r）

（ISO推奨）

■騒音測定位置

１m測定点

1.5m ヒートポンプユニット
吹出口面

■ MHP-HW140HA3-F1
■ MHP-HW140SHA3-F1

3 騒音特性
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■ MHP-HW140HA3-F1
1.機種= 融雪用温水ヒートポンプユニット
2.形名= MHP-HW140HA3-F1 
3.機器諸元（下図参照）
（1）機器質量（運転質量）
（2）アンカーボルト
    ①総本数
    ②サイズ･形状
    ③1本当たりの軸断面積（呼径による断面積）
    ④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルトの総本数
（3）据付面より機器重心までの高さ
（4）検討する方向からみたボルトスパン
（5）検討する方向からみたボルト中心から機器重心までの距離
4.検討計算（各項の小数点以下2桁目を四捨五入して算出）
（1）設計用水平震度
（2）設計用鉛直震度
（3）設計用水平地震力
（4）設計用鉛直地震力
（5）アンカーボルトの引抜力
（6）アンカーボルトのせん断力
（7）アンカーボルトに生ずる応力度
    ①引張応力度

    ②せん断応力度
    ③引張とせん断を同時に受ける場合
　　　ただし、fts'≦ftのときfts=fts',fts'>ftのときfts=ftであるので

（8）アンカーボルトの施工法
    ①アンカーボルトの施工法
    ②コンクリートの厚さ
    ③ボルトの埋込長さ
    ④許容引抜荷重

以上の検討結果によりアンカーボルトは十分なる強度を有する。

w=

N=
=M
A=
Nt=
Hg=
L=
Lg=

Kh=
Kv=Kh/2=

Fh=Kh･w･9.8=
Fv=Kv･w･9.8=

=
Q=Fh/N=

σ=Rb/A=

τ=Q/A=
fts’=1.4ft-1.6τ=

fts=
σ=　11.3   　MPa<fts=

=
=
=

Ta=

132

4
10
78
2
590
370
170

1.0
0.5

1293.6
646.8
882.8
323.4

11.3

4.1
239.8
176.0
176.0

120
70
3200

78×10-6

0.590
0.370

0.120
0.070
882.8

kg

本
形
mm2 =
本
mm=
mm=
mm（Lg≦L/2）=

N
N
N
N

MPa<ft=176.0MPa

MPa<fs=101MPa
MPa
MPa
MPa

mm=
mm=
N>Rb=

m2

m
m
　　m

m
m
N
N

Rb= Fh･Hg－（w･9.8-Fv）･Lg
L･Nt

箱抜き式J形アンカー

0.170

*ボルトの許容応力度およびアンカーボルトの引張許容引抜荷重は、『建築設備耐震設計･施工指針2014年度版』による。

ボルト（SS400）の許容引張応力 ft

ボルト（SS400）の許容せん断応力 fs

Ｇ

1020

650 370

600 170

370

Ｇ

330

5
9
0

1
3
5
0

4 耐震強度検討書
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1.機種= 融雪用温水ヒートポンプユニット
2.形名= MHP-HW140SHA3-F1 
3.機器諸元（下図参照）
（1）機器質量（運転質量）
（2）アンカーボルト
    ①総本数
    ②サイズ･形状
    ③1本当たりの軸断面積（呼径による断面積）
    ④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルトの総本数
（3）据付面より機器重心までの高さ
（4）検討する方向からみたボルトスパン
（5）検討する方向からみたボルト中心から機器重心までの距離
4.検討計算（各項の小数点以下2桁目を四捨五入して算出）
（1）設計用水平震度
（2）設計用鉛直震度
（3）設計用水平地震力
（4）設計用鉛直地震力
（5）アンカーボルトの引抜力
（6）アンカーボルトのせん断力
（7）アンカーボルトに生ずる応力度
    ①引張応力度

    ②せん断応力度
    ③引張とせん断を同時に受ける場合
　　　ただし、fts'≦ftのときfts=fts',fts'>ftのときfts=ftであるので

（8）アンカーボルトの施工法
    ①アンカーボルトの施工法
    ②コンクリートの厚さ
    ③ボルトの埋込長さ
    ④許容引抜荷重

以上の検討結果によりアンカーボルトは十分なる強度を有する。

w=

N=
=M
A=
Nt=
Hg=
L=
Lg=

Kh=
Kv=Kh/2=

Fh=Kh･w･9.8=
Fv=Kv･w･9.8=

=
Q=Fh/N=

σ=Rb/A=

τ=Q/A=
fts’=1.4ft-1.6τ=

fts=
σ=　11.5   　MPa<fts=

=
=
=

Ta=

134

4
10
78
2
590
370
170

1.0
0.5

1313.2
656.6
896.2
328.3

11.5

4.2
239.7
176.0
176.0

120
70
3200

78×10-6

0.590
0.370

0.120
0.070
896.2

kg

本
形
mm2 =
本
mm=
mm=
mm（Lg≦L/2）=

N
N
N
N

MPa<ft=176.0MPa

MPa<fs=101MPa
MPa
MPa
MPa

mm=
mm=
N>Rb=

m2

m
m
　　m

m
m
N
N

Rb= Fh･Hg－（w･9.8-Fv）･Lg
L･Nt

箱抜き式J形アンカー

0.170

*ボルトの許容応力度およびアンカーボルトの引張許容引抜荷重は、『建築設備耐震設計･施工指針2014年度版』による。

ボルト（SS400）の許容引張応力 ft

ボルト（SS400）の許容せん断応力 fs

Ｇ

1020

650 370

600 170

370

Ｇ

330

5
9
0

1
3
5
0

■ MHP-HW140SHA3-F1
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■高調波発生量
【ヒートポンプユニット電源高調波等等価容量算出資料】

ヒートポンプ
ユニット

機器定格 回路種別
分類番号

K**

6 パルス
換算係数

Ki

等価容量
P*Ki

［kVA］
容量

P［ｋＶＡ］
電流

［A］

MHP-HW140HA3-F1 3.11 9.0 33 1.8 5.59

MHP-HW140SHA3-F1 3.37 14.6 10 0.23 0.77

ヒートポンプ
ユニット

基本電流に対する高調波電流発生率［％］ インバータ
整流方式5 次 7 次 11 次 13 次 17 次 19 次 23 次 25 次

MHP-HW140HA3-F1 30.0％ 13.0％ 8.4％ 5.0％ 4.7％ 3.2％ 3.0％ 2.2％
三相ブリッジ

DCL 付き
コンバータ

MHP-HW140SHA3-F1 3.1％ 2.3％ 1.3％ 0.8％ 0.5％ 0.3％ 0.3％ 0.3％ 単相高力率
コンバータ

■圧力損失カーブ

圧
力
損
失
［
kP
a］

水流量 ［L/min］

0
2010 30 40

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

5 高調波抑制

6 内蔵プレート熱交換器
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Ⅵ．トラブルシューティング

不具合現象および正常時の動作 不具合の発生要因 判定方法と処置

1. リモコンが表示しない ①リモコンにＤＣ12Ｖが給電され
ていない

　（液晶部に通電表示◎無）
②リモコンにＤＣ12Ｖが給電され

ているが、表示しない
・“PLEASE WAIT”表示しない
・“PLEASE WAIT”表示する

① FTC 制御基板の LED2 をチェックする
　(1）点灯しているとき

リモコン線の断線、接触不良チェック
　(2）点滅しているとき

リモコン線の短絡チェック
　(3）消灯しているとき

3. 項参照
②下記判定を行なう
・“PLEASE WAIT”表示しないときは、

リモコン不良
・“PLEASE WAIT”表示するときは、

2. 項参照
2. リモコンが“PLEASE WAIT”

表示のまま
①電源投入後、最大 2 分間は立

ち上げ中のため、リモコンは
“PLEASE WAIT”表示する

② FTC －リモコン間の通信不良
③ヒートポンプユニット－ FTC

間の通信不良

①正常動作
②リモコン線種違い、FTC およびヒートポ

ンプユニット立ち上げ不良等
③ヒートポンプユニット－ FTC 間の通信

ができない場合最大 6 分間“PLEASE 
WAIT”が表示される。
FTC 制御基板 LED3 をチェックする

   (1）点滅していないとき
　     FTC －ヒートポンプユニット接続線
        誤配線チェック
        (S1・S2 テレコまたは S3 断線 )
   (2）点滅しているとき
        FTC －ヒートポンプユニット接続線は正常

3. リモコン表示は正常で運転するが、
能力が出ない（暖まらない）

①電子膨張弁不良
　電子膨張弁の不良により絞り不

足になる
②冷媒不足
③熱交換器の目詰まり
④風路のショートサイクル
⑤ヒートポンプユニットのバイパ

ス回路不良

①・吐出温度が上がらず、水温も上昇しない
ので、吐出圧力を測定し判断する

　・電子膨張弁の交換
②・配管接続部などのガス漏れがないか
      チェックする
　・漏れがある場合は吐出温度が上昇、ある

いは電子膨張弁開度が拡がるため温度・
開度を測定して判断する

③・目詰まりがある場合は、吐出圧力が上昇
するため、吐出圧力を測定して判断する

　・熱交換器の洗浄をする
④遮へい物を取り除く
⑤冷媒回路の運転状態チェック

4. ①温度調節器 OFF 後、3 分間は温
度調節器 ON になっても圧縮
機が運転開始しない

　②温度調節器 ON 後、3 分間は温度
調節器 OFF になっても圧縮機が
停止しない（リモコン OFF 時
は即圧縮機停止）

①②正常動作
　（圧縮機保護のため）

①②正常動作

1 不具合現象による故障診断要領と処置
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異常の場合、ワイヤードリモコンおよびヒートポンプユニット制御基板の LED3 に以下の異常コードが表示されます。

異常コード 内　　容

U1 高圧圧力異常（63H）作動

U2 吐出温度異常／冷媒不足異常

U3 吐出サーミスタ（TH4）オープン／ショート

U4
ヒートポンプユニットサーミスタオープン／ショート

（TH3, TH32, TH33, TH6, TH7, TH8）  
※ HW140S の TH8 は、パワーモジュールに内蔵

U5 放熱板温度異常

U6 パワーモジュール異常

U7 低吐出スーパーヒート異常

U8 ファンモ－タ回転数異常

U9 電圧異常、T 相欠相、電源センサー異常

Ud 過昇保護

UF 圧縮機過電流遮断（ロック）

UL 低圧圧力異常（63L）作動

UH 電流センサー異常（P.B.）, 入力過電流遮断（HW140S のみ）

UP 圧縮機過電流遮断異常

P1 水温検知サーミスタ（TH1）オープン／ショート

P6 プレート熱交凍結／過昇保護

P8 配管温度異常

UE 圧力センサー異常

PE 入水温度異常

Ed シリアル通信異常

EA, Eb, EC FTC ーヒートポンプユニット接続誤配線

E6 ～ E9 FTC ーヒートポンプユニット通信異常

E0, E3 ～ E5 リモコン通信異常

EF 組合せ異常

F3 63L コネクタ（赤）がオープン

F5 63H コネクタ（黄）がオープン

F9 63H コネクタ（黄）と 63L コネクタ（赤）がオープン

2 異常コード
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